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工

教

祭

開

か

る

さ
る
十
二
、
三
両
日
宇
治
構
内
で箪
四
回
工
教
祭
が
開
催
さ
れ
た
.

十
二
日
は
構
堂
で
開
会
式
の後
、福
山敏
舅
氏
(本
学
教
授
)
の
講
演

「京
都
め
古
社
寺
」
が
あ
り
、続
いて
映
国
会
、
ダ
半
後
前
夜
祭
が
行

わ
れ
、
翌
十
三
日
に
は
運
動
会が
開
か
れ
た
.
い
っ
も
ひ
っ
そ
り
し
た

構
内
は
賑
わ
い
、
例
年
に
な
い
盛
上り
を
見
せ
た
。
尚
展
示
会
は
十
八

日
ク
ラ
ス
選
抜
球
技
大
会
は
二十
日ま
で
行
わ
れ
る
。

女

子

カ

ヤ

ッ
ク
で

優
勝

全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
選
手
橿
(m百
・相
模
湖
)
で
京
大
女
子
勢
が

健
闘
。

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ニ
人
こ
ぎ
五
百
層
決
勝①
京
大
(堀
江
・今
城
)

一人
こ
ぎ
五
百
耕
決
勝
②
今
城

対
校
得
点
の
京
大
(五
点
)
、
東
京女
体
大

野
球

挑

戦

校

決
定

戦

で
敗

退

京
滋
大
学
野
球
秋
季
り
ー
グ
戦
に優
勝
した
京
大
チ
ー
ム
は
、
関
六

入
れ
替
え
挑
戦
校
決
定
戦
で
大
経
大
(近
畿
り
ーグ
)
に
一勝
し
た
が

大
商
大
(阪
神
り
司
グ
)
に
敗
け
た
の
で、
大
経
大
に
も
勝
った
大
商

大
に
そ
の
出
場
揺
を
奪
わ
れ
た
。

京

大

勢

善

戦

す

罵
術

韓一・
三の
両
日
に
か
け
て
行
な
われ
た
日
本馬
術
大
会
(東
京
。世

田
谷
・馬
事
公
苑
)
で
京
大
勢
は
善戦
した
。

六段
飛
越
競
技

①
佐
藤
弘
吉
(京
大
11高
嶺
号
)

ル
カ
ルデ
ィ杯
選
抜
中
諏
冨
飛
越
②佐
藤

選
抜中
障
冨
飛
越
⑤
楠
本
(京大
H
豊
藤屠
)
⑥佐
藤

ま
た
ひ
き
続
き
行
な
わ
れ
た
第
八
回
全
日
本学
生自
罵
競
技
大
会
で

も京
大
勢
は
妊
成
紙
を
お
さ
め
た
。

個
人
②佐
藤

団
体
①東
京
農
工
大
②
京
大
(里
井
、
楠
本
、佐
藤
)

旨零海

外
山
璽
張
≡

▽
藤
本
慈海
(人
文
研
助
手
)40
・12
・-
～
41
・-
・20東
南
ア
に
お

け
る
仏
教
教
団
の突
態
調
査
に
タ
イ
な
ど
へ
▽
東
昇
(ウ
ィ研
教
授
)

40
・11
・20～
40
・12
。4
電
子
顕
敬
鏡
の
研
究
の
た
肋米
国
へ

華
京
大
人
事
≡

鼻
任

工
教授

福
田
国
弥
(理
助
教
授
)

教
養
教
授
井
上
健

(理
助
教
授
)

併
任
結
核
研
教
授

福
田
正
(医
教
授
)

}
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日

「
反
戦

移

動
美

術

展

」

開

催

「反
戦
移
勤
美
術
展
」
笑
行
委
員
会

は去
る
十
一月
一日
か
ら
京
都
市
内
各

会
場
で
「反
戦
移
動美
術
展
」
で
各
催

し
て
い
る
。
出
品
作
品は
約
四〇
点
。

同
委
員
会
で
は
広
く
一般
の展
覧
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
な
お
展
覧無
料
。

十
八
日
～
二
十
日
同
志
社
大
学
学

友
会
c
・P

二
十
一日
～
二
十
三日

京
都
会
館

第
ニ
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

二
十
五
日
～
二
十
七
日
京
都
大
学

美
術
部

二
十
九
日
～
三
十
日
長
岡
券
働
セ

ツ
ル
メン
ト

十
二
月
一日
5
三
日

同
志
社大
学

韓
阻
止
蘇
掠
を
揉
択

目
に
余
る
機
動
隊
の
弾
圧

さ
る
十
一月
十
二日
午
前
零
時
十
八
分
、
政
府
自
民
覚
は
衆
議
院本
会
議
で
旦
鴨条
約
案
件
の
〃抜
き
打
ち
単
独
採決
"を
一分
聞
で
強
行
し
た
.
こ
の
強

行
採
決
に
対
し全
国各
地
で
労
働
者
隔
学
生
達
は
〃日
韓
軍
事
条
約
紛
砕
・
強行
採
決
無
勅
"
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
起ち
上
が
った
.

こ
の
日
、
一日
だけ
で
全
国
三+
六

都
道
府県
、
百
五十
三カ
所
で
デ
モ
と

集
会
が
行
わ
れた
。京
都
で
は
京
都
反

戦
青
年
委
員
会
第
一二波
、
府
学
連
第
六

波
統
一行
動
が提
起
さ
れ
て
お
り
、
京

大
で
も
正
午
よ
り緊
急
集
会
を
も
ち
、

こ
の
後
、
立
命鯖
天
学
での
府
学
連
集

会
へ
合
流
レ
た
。
この
府
学
連
集
会
で

は
京
大
、
立
命、
同志
社
の
ほ
か
、
府

立
医
大
、
工
繊
大、
淑
谷
大
な
ど
の
学
・

生
も
参
加
し
学
生
達
や各
校
自
沼
会
旗

な
ど
で
大
教
窒
が
埋ま
り
、
今
秋
量
商

の
盛
り
上
り
を
見
せた
。
この
集
会
の

後
、
小
雨
の
降
る中
を
河
原
町
通
り
、

四
条
通
りと
デ
モ
行
進
を開
始
、
途
甲

フ
ラ
ン
ス
・デ
モ
など
看
行
な
った
が

、
さ
ほ
ど
の
混
乱
もな
く
京
都
反
戦
青

年
委
員
会
集
会
の
行
われ
る
円
山音
楽

堂繋

膳
自蓑

ハチ蕪

肥璽
解
難

肋

巻
な
ど
で
一杯
にな
った
膏
楽
堂
で
は

政
府
自
民
覚
の
強
行採
決
に
対
す
る
憤

り
の
声
が
溢れ
、
京
都
総
評
胃
年
部
か

ら
激
し
い
魍孚
の
アピ
ール
、
国
会
デ

モ
代
表
派
遺
、
強行
採
決
無
効
、
阻
止

の
た
め
の
ゼ
ネ
・スト
アピ
ー
ル
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
七時
過
ぎ
か
ら
府
学
連

を
先
頭
に
約
三
千
人
の参
加
者
に
よ
る

デ
モ
行
進
に
移
り
、祇
園石
段
下
か
ら

四
条
河
原
町
を
経
て
河
原町
御
池
の
市

役
所
前
へ
向
か
っ
た
。途
中
、
祇
園
石

段
下
や
四
条
河凛
町
変
還
点
では
デ
モ

行
進
の
列
の
両
側
か
ら
ヘ
ルメ
ット
、

こ
ん
棒
に
身
を
固
め
た
府
警
機動
隊
が

通
行
人
に
見
え
な
い
の
を
幸
い
に、
皮

手
袋
、
皮
靴
で
デ
モ
参
加
者
に
殴る
蹴

学
生
国
労
支
援
で

さ
る
十
一月
六
日
の
衆
院
旦
騨特
別

委
で
の
旦
聯
案
件
の
強
行
採
決以
来
、

連
日
、
集
会
を
開
き
、デ
モを
行
な

い
、
日
韓
条
約
批
術
阻
止
闘
争
を闘
っ

て
き
た
東
京
の
学
生
・労
働
者と
」
全

国
か
ら
東
京
に
集
ま
っ
て
きで
いる
労

働
者
は
、
衆
院
本
会
議
で
同
条約
案
件

が
強
行
掠
決
さ
れ
た
十
二
日
午後
、
社

会
覧
、
総
評
を
中
心
と
し
て
、国
鉄
東

京
駅
を
中
心
に
深
夜
ま
で
激
し
い抗
議

駆

東
京
駅
を
埋
め
つ
く
す

行
助
を
展
開
レ
た
。

こ
の
日
は
、
〃日
韓
統
一ス
ト
"
の

先
頭
を
切
って
国
鉄
労
組
が
全
国
九

拠
点
で
〃時
限
ス
ト
"
を
中
心
に
し

決
行
さ
れ
、
東
京
駅
を
集
会
、
デ
モ

で
埋
め
尽
く
し
た
。
こ
の
日
は
東京

駅
に
民
聞
労
組
約
二
万
人
と
全
学
連

と
三
派
連
合
約
六
千
が
こ
れ
に
合
流

し
、
ホ
ー
ム
通
路
を
ヂ
モ
で
埋
め
つ

く
し
た
。
そ
の
後
学
生
が
十
時
前
八

一般
市
民
か
ら
声
援
も
送
ら
れ
市
役
所

9
011

前
ま
で歩
き
通
し
、
御
池
通
り
で
は
不

当弾
圧抗
謹
の
た
め
に
一時
聞
余
り
、

デ
モ参
加
者
全
員
に
よ
る
座
り
込
み
を

簑
梶
踊静
騨
璽

る
こ
と
を
碓
躍
し
て
、
市
役
所
前
で
の

総
括
集
会
の
後
、
流
れ
解
散
し
た
。ま

た
、
ζ
の
日
、
東
京
、
大
阪
、
神
戸な

ど
で
も
緊
急
抗
議
の
集
会
、
デ
モ
が
お

こ
な
わ
れ
た
ほ
か
、
京
都
で
は
立而
館

大
学
に
お
い
て
、
京
都
地
区
大
学
教
授

団
緊
急
集
会
が
も
た
れ
「衆
議
院
で
の

抜
き
打
ち
強
行
採
映
に
断
乎
抗
議
し
、

衆
議院
即
刻
解
散
を
要
求
す
る
」
旨
の

抗
韻
画明
を
発
表
レ
π
。

また
十
二月
に
民
青
・第
二
肘
学
連

結
成
を
圃簾
し
て
い
る
統
}派
で
も
、

こ
の
日
、
日韓
条
約
強
行
採
択
無
効
を

叫
ん
で
学
内で
日
韓
間
題
討
論
会
を
開

き
、
そ
の
後、
京
大
閥
囲
か
ら
銀
閣
寺

迄
の
デ
モを
行
った
瓜
、
学
友
の
聞
で

は
、
ζ
の
日の
学
生
闇
に
よ
る
二
つ
の

デ
モ
にも
見ら
れ
る
よ
う
に
、
統
】派

の
日
韓
斗争
放
棄
、
十
一月
祭
へ
の
逃

避
埋
没に
対
し
て
非
難
の
声
が
上
っ
て

{い
る
。

円
山
に

一
万
五
千
人

九
日
、
日
韓
条
約
批
准
財
止
国
民
総

決
起
の
日
、
京
都
で
は
午
後
六
時
か
ら

東
山
四
条
円
山
野
外
音
楽
堂
に
お
い
て

京
都
市
民
労
働
者
学
生
総
決
起
集
会
が

も
た
れ
、
労
働
者
、
市
民
約
一万
二千

学
生
約
三
干
、
計
一万
五
千
人
が
集
ま

}り
「日
韓
粂
約
阻
止
」
「佐
藤
内
閣
打

倒
」
「国
会
解
散
」
「十
三
日
統
一ス

ト
」な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
瀧
場

の拍
手
で
採
択
し
、
午
後
七
時
ご
ろ
、

も
行進
に
移
り
、
午
後
九
時
に
市
役
所

前
の集
会
後
解
散
レ
兀
.

この
日
、
円
山
膏
楽
堂
で
は
京
都
府

学
連
主
催
の
京
都
学
生
総
決
起
集
会

を
開
き
、
約
千
五
百
人
の
学
生
が
参

加
し
「佐
藤
内
閣
打
倒
」
「日
韓
条

約
批
准
実
力
阻
止
」
「国
会
代
表
派

委
員
長
提
案
圧
倒
的
に
可
決

御
池
で
座
り
込
み

遣
」を
採
択
レ
元
後
、
こ
の
統
一行

動
に参
加
レ
た
が
、
集
ま
っ
て
く
る

学
生
、
労働
者
で
円
山
一杯
の
人
が

溢
れ
、
音楽
堂
に
は
収
容
不
可
能
な
ほ

委

員
長

に
鈴

木

君

(識文皿)

文
自
治
会
役
員
改
選

H
十

【
・
八
教
養
自

治
委

員
会
11

鈴
木
徹
一
(人
地
皿
)

新
選
出
の五
役
員
は
い
ず
れ
も
主
流

派
系
の反
帝レ
ー
テ
派
で
、
対
立
候
補

を
十
九
対
六の
大
差
で
破
った
。

新
執
行
部の
今
後
の
方
針
と
し
て
は

前
期
の
基
杢
ヲイ
ン
を
踏
襲
し
な
が
ら

文
化
・曝
生
・政
治
の
三
部
門
を
平
行

さ
せ
た
運動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

去
る
十
一月
十
日
に
行
わ
れ
た
文
学

部
の
自治
委
員
会
で
、
同
学
部
の
後
期

役
員
が
次
のよ
う
に
決
定
し
た
。

委
員
長
佐
藤
帽
之
(独
文
皿
)

副
委
員
長米
田
利
浩
(西
洋
史
皿
)

文
化
常任
委
員

河
中
正
彦
(独
文
皿
)

摩
生
常
任委
員芦

原巻

(仏
文
皿
)

会
翫
常任
委
員

十
一
・'九
労
働
者
学
生
全
国
統
一行

動
に
向
け
て
の
教
蟹
郡自
治
委
員
会

が
、
そ
の
前
日
の
八
日
、
C四
十
番
敦

室
に
、
百
八
人
の
自
治委
員
を
緒
集
し

て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の結
果
、
檀
村
G

委
員
長
と
教
養
部
有
志
との
共
同
提
案

が
圧
倒
的
に
可
決
さ
れ
、
「十
一・九

全
国
民
統
[行
動
κ
府学
連
の
下
に
、

午
后
授
業
放
棄
で
集
会
、デ
モ参
加
す

る
」
な
ど
が
、
十
一
・九
闘争
のス
ロ

ーガ
ン
と
し
て
確
認
さ
れた
。

こ
の
日
は
櫨
村
委
員
長
の基
調
告
で

始
ま
った
が
、
そ
の
中
で
「統
一派

の
日
韓
闘
争
ネ
グ
レ
クト
」
が
叫
は

れ
厨
頭
か
ら
か
な
り
の混
乱
が
あ
っ

た
。
発
言
人
数
を
ふや
す
ため
に
、

発
言
時
間
を
五
分
にす
る
動
議
を
可

決
し
た
あ
と
、
す
ぐ
に提
案
提
出
に

移
った
。
ま
ず植
村委
員長
か
ら
、

「11
・9
全
閏
民統
一蕩

に
授
薬

放
棄
で
立
と
う
」
等を
主
文
と
す
る

提
案
が
あ
り
、革
新
派
、
統
一会
議

と
提
案
が
続
いた
。と
こ
ろ
が
書
記

長
が
提
案
の
ため
演
壇
に
上
が
り
な

が
ら
仲
々
提
案を
行
わ
な
い
た
め
議

「日
韓
」に
午
後
授
業
放
棄
で

場
は
一騒
時
然
とな
った
。

そ
の
間
に
統
一派
から
の
議
事
に
関

す
る
緊
急
動議
な
ど
があ
り
、
議
事
は

ま
す
ま
す
混
乱
レ
た
が、
書
記
長
に
も

う
一度
五
分
の
提
巣時
間
を
与
え
る
と

い
う
こ
と
で
話
レ
合
いが
つ
き
、
提
案

が
す
ぐ
に
行
な
われ
た
だ
ち
に
採
決
に

移
った
。

採
決
の
結
渠
σ
委
員長
提
案
1
が
六

六
対
三
七
対
四
対
一で、
ま
た
豆
が

五
八
対
三
九
対
七
対
一で
、
お
の
お

の
可
決
さ
れ
た
ほか
は
ど
の
提
案
も

過
半
数
を
得
ら
れ
ず
否決
さ
れ
た
。

な
お
決
定
方
針は
次
の通
り
。

方
針
Φ

①
C
自
治
会
は
、
11
・9
全
国
民
統

一行
動
、府
学
連
統
一行
動
に
、各
ク

ラ
ス
の
参
加
決
議
の
下に
、
午
後
授

業
放
棄
で
、
集
会
デ
モに
参
加
す
る

②
11
・12
府
学連
、
反
戦
胃
年
委
統

一行
勤
に
全
日
授
策放
棄
で
参
加
す

る
.

方
針
②

σ
自
治
会
全体
の
運勤
を
発
展
さ
せ

る
た
め
、
11
・9
C学
生
集
会
を
開

膠
し
、
全
学
友
の
意志
を
総
結
集
し

ょ
う
。

こ
の
日
の
自
治
委
員套
は
、
自
民
党

に
よ
る
、
衆
院
日
輯特
別
委
員
会
の
蕃

議
強
行
打
切
が
済
み
つ
い
で衆
院
強
行

裁
決
の
動
き
が
必
亜
と
な
って
き
た
の

蚤
反
映
し
て
、
教
獲
二+
四
プ
ラ
ス

の
、
反
対
決
議
、
阻
止
行
動
参
加
決議

を
持
っ
て
結
築
レ
毘
自
治
委
員
の
活発

な
発
言
と
他
の
各派
の
緊
張
した
討論

が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
民
肖派
学生

は
、
最
初
か
ら
提
案
提
出
を
拒否
し
隔

議
事
進
行
、
会
場
整
備
を
主
張し
て、

日
韓
阻
止
の
具
体
的
討
論
、提
案
な
ど

　
美
川

論
文

へ
の
反

諭
一　o■

、丸

、礼

ッ
チ
さ
と
不
拘
束
主
義

も
は
や
、
自
己
は
、
自
己
の
位
置
測

菌
陰

藤

パ
。同
察

に

吉
田
禦
、
熊
野
寮
、
女
子
賢
は
、
十

一月
二
十
一日
～
二
十
三
日
に
かけ
て

京
大
寮
祭
を
合
同
し
て
行
う
こ
と
にな

票
騨
鰻
罐
縫
飾

【れ
て
い
る
が
禦
祭
統
一テ
:
マは
「新

し
い
繁
の
息
吹
を
も
と
め
て
」
に決
定

し
た
。
全
国
各
大
学
で
統
発し
て
いる

反
動
的
学
寮
政
h
と
学
生
との
闘争
、

新
窯
建
設
に
伴
う
新
ら
し
い
学
疑の
イ

メ
ー
ジ
を
求
め
る
漿
生
の
意
識を
反
映

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

日
程
は
二
十
一臼
(日
)
午
後
二
時

か
ら
生
協
教
養
食
常一で
の
舎
友
会
、

女
子
繁
で
は
、
O
G
会
が
催
さ
れ

る
。
二
十
二
日
(月
)
は
蟹
生
に
よ

る
仮
装
行
列
で
市
内
を
巡
回
す
る
。

午
後
五
時
か
ら
は
文
化
摩
生
会
鋸
に

お
い
て
講
演
会
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
講
帥
は
中
山
法
彪
部
教
授
、

「文
教
政
策
に
つ
い
て
」
。
二
十
三

日
(火
)
は
吉
田
寮
(近
衛
町
)
に

会
場
を
限
定
し
て
、
模
凝
店
、
バ
リ

.

の

マ

ボ
テ
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
パ
ネ
ル

ロ

解
示
、
写
翼
展
、
ガ
ラ
ク
タ
盾
、
古

噂コ

蘇
隷
確
巽
鍔
遭

ン
て
は
、
各
寮
か
ら
の
エ
レ
キ
・ギ

タ
ー
演
騨
、
フ
ァイ
ア
・プ
リ
ー
ズ

な
ど
リ
ク
レ
ー
シ
ョン
や
現
圧
の
学
「

寮
倣
策
、
人
続
繭な
ど
を
討
論
す
る

買
面
目
な
も
の
ま
で
多
面
に
わ
た
{.

て
い
る
。

北

川

 

定
な
ん
か
に
っ
い
て
正
面
切
って
デ
ィ

ス
カ
ノシ
ョン
を
展
開
し
よ
う
と
は
思

騨
も
見
な
い。
そ
れ
は
不
均
衡
な
土

夜の
噺
に
よ
って
代
償
さ
れ
て
い

盤

之

る
の
と
蹴
偽は
同
}で
あ
り
、
か
つ
ま

た
ニ
ュ
ア
ン
スを
味わ
い分
け
る
こ
と

の
で
き
る
者
の
ニ
ュ
ァン
ス
凝
縮
と
い

う
こ
と
の
中
て
なさ
れ
る
の
だ
。
い
わ

ば
"洗
練
〃
さ
れた
者
熟
の
特
別
を
知

った
ノ
ン
シ
ャ
ラ
ン劇
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
も水
平
輸に
直
交
す
る
縦

軸
を
押
.立
て
よ
う
寺
る
㍊
Q
鐸

く
な
る
ぞ
。
盈

から
の狂
人
の
飛
び

「の
中
の
糺
粋
培
残
(/
)が
自
ら
の
主

入
り
は
、
ハ
イ
ソ
御
免
/あ
のと
き
、

題
の
詩
的
情
操
にち
っと
も
興
倉
し
な

ア
ベ
ベ
は
高
慢
に
兀った
し
ゃあ
な
い

い
(作
芙
V
にす
ぎ
な
いと
き
、
死
に

か
。

謬

繰
難

薩

は鯨麺

配縣矯
襲

皿

罷
凱
麗

縷

蕊

艶

遺

魏
卿甑

礫

翫

魏

ふむLき

いお箋

つ・ろ・
諺

にこ.『
いい促蝕碧

ザ
マ

ア
ミ
ロ
/
¥
棒す
る豚
め
/

こ
と
だろ
う
け
れ
と
、
そ
れ
は
ト
ボ
ケ

ラ
セ
ン
状
の過
去
の
底
は
当
然
晴
黒

-
底
の
な
い
晴黒
で
あ
る
の
だ
。
行
動

の
運
続
を
あ
たか
も
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス

の
行
列
み
た
い
に
一貫
し
た
存
在
物
と

し
て
(あ
り
も
しな
いの
に
)
想
定
す

る
か
ら
、
「あ
やま
ち
」
と
か
、
更
に

「
一貫
し
た
誤
謬」一な
ん
て
い
う
、
デ

カ
"
臼
共
的
あ
り
もじ
な
い冨
質
ね
だ

一り
が
言
え
る
の
だ
。そ
の
言
質
を
ど
こ

萄
礎
籍
題
難
鶴
碑

[な
い
か
.
「批
判
」は
歓
響
る
が
、

彌
髪
難
灘
蒔

}出
て
来
い
。
で
な
い
と手
前
も
帰
れ
な

「

蘭羨

↑難

難

嚢

醜獣
報

協
茎

を蓼
る思想貧困にっいて」と題

し
た
美
川
守
君
の
「文に
需
せ
て
、
叙

上
の
こ
と
を
言
っ
てお
く
に
止
め
た
い

す
ず
め
の
子

ソ
コ
ヌケ

ソ
コヌ

ケ

お
馬
は
通
る
ー

(文
学
部
三
回生
・投
稿
)

ど
。
会
場
外
に
溢
れ
た
、
労
組
、
団
体

等
の
旗
、
ち
ょう
ち
ん
が
、
円
山
公
園

を
埋
め
、
安
保
以
来
の
大
集
会
と
な
っ

た
。集
会
は
、
七
時
か
ら
社
会
党
、
日

共
、
総
評
よ
り
議
長
団
が
編
成
さ
れ
、

社
会
覚
、
共
産
冥

地
評
な
ど
の
決
意

衰
明が
述
べら
れ
た
.
最
後
に
蜷
川
府

知事
が
「佐
藤
内
閣
打
倒
」
を
叫
ん
で

集会
を
終

った
。

こ
の後
、
デ
モ
行
進
に
移
り
、
府
学
連

の
「イ
ン
タ
ー
。ナ
シ
ョナ
ル
」
、
日

共、
総評
系
学
年
労
働
者
の
「ガ
V

バ
ロ
ウ
」
の
応酬
が
あ
り
、
祇
園
石
段

下
付近
で
のジ
グ
サ
グ
デ
モ
と
整
然
た

る
デ
モ
の争
い
があ
り
、
鰻
初
か
ら
デ

モ
隊
内
部
に
意
識的
な
対
立
が
み
ら
れ

た
。
デ
モ
隊
は、
社
、
共
、
総
解
、
社

青
同
、
青年
行
動委
、
府
学
連
、
民
胃

の
順
で
進
み
、
四
条
から
三条
に
か
け

府
学
連
は
ジダ
ザグ
を
強行
し
よ
う
と

し
て
機
動隊
に
阻ま
れ
た
。
デ
モ
隊
は

、
市
役
所
前
で
再
び集
会
を
開
い
た
が

、
府学
連
は
、
御
池
通
りジ
グ
ザ
グ
を

機
動
隊
に
阻
止さ
れ
た
た
め
、
抗
議
の

座
り
込
み
を
開
始
した
.機
動
隊
は
実

力
を
行
使
し
て
座
り込
み
を
続
け
る
学

生
を
ゴ
ボ
ゥ
抜
き
にし
て
、
道
交
法
違

反
で
逮
捕
し
た
.
こ
の日
学
生
十
一人

が
逮
捕
さ
れた
.
一方府
学
連
の
座
り

込
み
を
無
視
し
て
、
八時
半
ご
ろ
統
一

桑
会
は
解
敬
し
た
が、
こ
こに
ま
だ
ま

だ
革
雌
陣
営
の
深
い
断
層が
み
ら
れ

た
.
府
学
連
は
九時
ご
ろ
座り
込
み
を

中
止
、
解
散
し
た
。

第
六
回
前
夜

祭
十
九
日
に

六
回
目
を
迎
え
る前
夜祭
は
例
年
通

り
〈応
援
団
〉
の
主
催、
五
時
に
会
場

開
門
、
舜
台
上
の
アト
ラク
シ
ョン
は

五
時
半
か
ら
七
時ま
で
、武
道
招
会
や

京
都
女
子
大
と
の
第
曲
合
奏な
ど
。
七

時
半
ご
ろ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・スト
ーム
に

点
火
、
八
時
に
終
了
す
る
。今
年
も
六

十
余
の
模
擬
届
が
食
を
提供
す
る
。
例

年
、
十
一月
祭
最
大
の
エ
ベ
ント
で
あ

る
前
夜
祭
は
、
グ
ラ
ン
ド
が
拡
大
さ

れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
も
全員
参
加

の
阿
波
踊
り
な
ど
を
企
画し
、
京
大
生

一万
五
千
の
全
員
参
加を
めざ
し
て
い

る
。二

十
四
日
、
に
後
二
時よ
り
西
部
構

内
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
"さ
ら
にさ
ら
に
連

幣
の
輪
を
広
げ
よ
う
"
,
後夜
祭
に
代

って
企
画
さ
れ
た
もの
でフ
ォー
ク
ダ

ン
ス
、
合
曜
な
ど
。
生
協
の模
擬
贋
が

出
る
。学

部

合

同
委

プ
ラ
ン
出
揃
う

「学
部
合
同
十
一月
祭
準備
委
員
会
と

い
う
名
称
が
、
「本
部十
一月
県
準
備

実
行
委
員
会
」
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
た

め
、
学
外
の
諸
先
叢
、諸
企
業
に
対
し

て
混
同
を
呼
ぴ
起す
お
それ
があ
る
の

で
、
〃十
一月
祭
"
の
性
格と
いう
も

の
を
垢
え
た
上
、
文
学
部
学友
会
、
教

育
学
部
自
治
会
、
医
学
部自
治
会
、
理

学
部
自
治
会
、
他
主
催
七
団体
は
、
そ

の
統
一的
名
称
を
廃
止
し
、
側
の々
名

の
も
と
に
各
々
の
企
圃
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
そ
の
新し
い名

称
に
よ
り
改
め
て
表
示さ
れ
た
三自
治

会
、
七
主
催
団
体
の
多
影
な
十
[月
祭

プ
ラ
ン
を
揚
げ
る
。

十
一月
二
十
日
は
.
円
棘
闘争
委
員

会
主
催
講
演
シ
リ
ーズ
第
一回
が
「日

本
反
体
制
遮
劒
の
現
実
的
請
問題
」と

題
し
て
箋

三
塞
嚢

蒔
主

ら
行
な
わ
れ
る
。
門
踊
と
し
て
渥美
文

夫
(・兀京
大
同
学
A萎
域
長
)
・渡
部

徹
(京
大
教
授
・予
足
)
・前
田裕
悟

(全
電
通
労
組
大
阪
中
電
支
部
執
行委

員
)
請
氏
を
む
か
え
、
湖
演
題目
は
酵

美
氏
が
「わ
れ
ら
の
対
立
-
既
成左
聴

か
ら
の
欠
別
」
、
渡
部
、
前
田
両氏
が

「日
本
労
働
超
動
の
現
実
」
な
ど
。

詳
し
く
は
2
面
の
関
連
記
事参
照
。
一

問 題 の 書 三 版 発 売 中!

■この本は進歩的文化人たちが、
日本の左翼政治運動のなかてど
のような役割を果しているかを
実証 したものてある。
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〈
登
場
人
物

一
〇
〇
人
〉

坂
田
ロ
開
(名天
教授
)

山
口省
太
郎
(東
大核
研
教
授
)

向
坂

逸
超
ハ元
九大
教
授
)

西
園
尋
公
脚
(A
A連
帯
委
理
事
〉

山
本

薩
央
(映圃
監
督
)

柳
田
鎌
†
郎
(労
働
者
教
胃
協
会
)

藤
本

陽
=
昊
整
以)

今
井

正
(映圃
監
督
)

山
田

泉
瞳
(評論
家
)

末
川

博
(立命
館
大
総
長
)

申
島

健
蔵
(評論
家
)

安
井

郁
(法
大
教
授
)

夫
内

異
衛
(元
法
大
総
長
)

宇
野

風
盲
(新劇
俳
優
)

田
沼

臓
(法大
教
授
)

白
石

凡
(A
A作
家
協
議
会
)

泉
像

脈
也
(東
大
教
授
)

坂
本

億
栂
(AA
連
帯
委
員
長
)

盲
本

隆
朋
(評論
家
)

藤
昌

寧
内
(評論
塚
)

級
岡

憎孚

(評
論
家
)

丸
凹

弼
男
(評論
家
)

關
蕎

健
(作
家
)

穴
槻

健
へ昊
整
皿)

無
費

成
恭
(教
再
評
論
尿
)

壇
田
庄
異
衛
(都
立
大
教
授
)

沼
田
稲
次
郎
(都
立
大
教
授
)

阿
都

行
蔵
(前
都
立
大
教
授
)

佐
藤

昇
(評論
尿
)

武
谷

三
男
(立大
教
授
)

芝
田
進
午
(法
大
教
授
)

長
谷
川正
安
(名
大
教
授
)

日
高
六
旙
(東
大
新
聞
研教
授
)

申
野
好
天
(評
論
家
)

小
林
雄
一
(J
C
J
議長
)

服
部

学
(立
大
教
授)

小
川
岩
雄
(立
大
教授
)

豊
田
利
章
(立
大
教
授)

新
藤

兼
人
(映
画
監督
)

柘
纏
秀
臣
(法
大
教授
)

田村

茂
(写
真
家)

上
原
専
禄
(元
一橋大
教
授
)

福
島
新
著
(專
修
大教
授
)

弗
上

清
(京
大
敵
授)

鷺井

昭
弐
(文
芸
評論
家
)

野上
茂
官
部
(東
大
教授
)

訟
本
清
張
(作
家
)

襲
一
文
夫
(映
画
監
3

殻能

遍
掌
(弁
護
士
)

林

光
(作
曲
尿
)

小
田
.
契
(作
家
)

矢
川
線
光
(評
論
塚
)

阿
部
知
二
(年
家
)

小
林
直
樹
(東
大
教授
)

増
昌

宏
(法
大
教授
)

荒
瀬

畳
(東
大
助
教授
)

躍
永

三怒
(教
大
教授
)

務
台
理
作
(摩
天
名
誉
教授
)

野間

宏
(作
家
)

田
姻

忍
(同
志
社
大教
授
)

(他
四〇
名
)

〈
付
表
1
V

左
翼団
体
の
組
織
と
活
動状
況

く
付
敦
2
V
進
恭的
文
化
人
八
〇
〇
名
の活
動
状
況
と
左
翼
団体

と
の闘
係

思想 運 助研 究所 繕

86鞠・600買
定軍鵬 凋国

梼
存
氏

そ
の
記
嶺
が
公
正
な
のと
、
こ
の
種
の
本に
つき

も
の
の感
情
的
な
懸
罵
や
個
人
的
悪情
が
無
い
の
に
感
心し
た
.

(読
売
10
・27
藁
風
西
風
)

謝
淵
辰雄
氏

本
書
が
姐
上
に
のせ
た
進
歩
的
文
化
人は
、
共
産

主
義
戦略
に
踊
る
尖
兵
で
あ
りオ
ルグ
だ
。
彼
等
の
武器
な
き
日

本
侵略
の実
態
を
知
っ
て
も
ら
いた
い
。
(序
文
の
一節
)

小
汀
剰得
属

こ
の
太
を
」
読し
て
驚
く
こ
とが
二
つあ
る
。
一

つ
は
芯
大な
資
料
を
巧
み
に
料理
した
努
力
で
あ
り
、も
う
一つ

は
真夷
を
白
日
に
曝
し
た
勇
気
であ
る
。
(序
文
の
一節
)
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°

は

じ

め

に

.
聰

も

「大
学
の
危
機
」
が
さ
け
ば
れ
て
いる
。
だ
が
、
大
掌
が
「危
機
」
に
な

か
った
時
期
は
い
つ
あ
っ
た
の
か
ーと
いえ
液
く
も
な
い
。
だ
か
ら
、
我
々

,

が
大
学
の
危
樵
を
論
ず
る
こ
と
は、
そ
の
現
在
に
お
け
る
潴
特
徴
は
明
ら
か

に
し
、
我
々
の
志
向
する
方
向
を
操る
と
いう
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
い
へ
ん

広
汎
な
、
多
様
な
問
題
を
含
ん
で
いる
の
で
要
領
よ
く
嚇
理
す
る
こ
と
は
難

し
い
し
、
「困
う
た
閻
題
」
の
一短
衰
を
今
さ
ら
つ
く
る
必
要
も
あ
る
ま

い
.こ

れ
ま
で
大
学
を
「守
ろう
」
と
す
る
立
場
ー
そ
れ
は
革
漸
欄
で
あ
った

が
ー
に
も
、
古
典
的な
コ
〈学
の
自
治
」
諭
を
晒
黙
の
ヶ
ち
に
せ
よ
共
通
の

了
解
事
項
と
し
て
、
そ
れに
依
拠
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
利
用
し
、
それ
を

足
が
か
り
と
し
て
闘
お
う
とず
る
傾
向
は
か
な
り
強
か
った
。
い
わ
ば
反
体

制
的
保
守
主
義
と
も
い
う
べき
も
の
が
、
運
動
の
後
衛
と
し
て
支
え
て
い
た

と
思
う
。
そ
こ
から
亀反
政
府
闘
箏
と
5
て
は
相
当
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ひき

だ
す
こ
と
が
でき
た
け
れ
ど
も
濁
大
学
の
危
機
が
法
制
的
レ
ベ
ル
の
改
変を

こ
え
て
、
社
会的
環
境
の
変
化
か
ら
し
め
つ
け
ら
れ
た
り
、
櫃
力
側
の
具
体

的
措
置
を
通
じ
て
蓮行
す
る
段
階
で
は
、
タ
テ
マ
エ
主
義
的
大
学
諭
は肩
幼

な
座
標
軸
とは
な
ら
な
く
な
って
き
た
。
そ
う
い
う
状
況
で
の
再
検
討
と
い

う
気
縛
で
、
問
題を
鎭
出
レて
み
よ
う
。

■
圏

戦

後
貝

本
の
大
学

■
■

戦
後
日本
の
大学
は
制
度
的
な
い
し
は
形
式
詞
に
は
た
し
か
に
大
改革
が

行
わ
れ
た
.し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
資
本
社
会
の
発
展
の
な
か
で
の
あ
らた

な
「社
会
的
要鯖
」
(っま
り
、
資
本
主
義
社
会
で
あ
る
か
ぎ
り
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
の
羅

あ
る
いは
ブ
ル
ジ
ョワ
体
制
の
要
酬
)
に
対
応
す
る
と
い

う
よ
り
は、
ア
メ
リ
カの
圧
倒
的
な
ヘゲ
モ
uT
の
下
で
形
藷

ア
メ
リ
カ

化
と
し
てあ
ら
わ
れ
た
。
し
ば
し
ぱ
「ド
イ
ツ
型
か
ら
ア
メ
リ
カ
型
へ
」
と

い
わ
れ
る
こ
の転
換
は
し
か
し
笑
質
を
と
も
な
わ
な
か
っ
た
。
旧
制
の諮
学

校
の
施設
や伝
統
(ノ
レ
ン
意
識
)
や
杜
会
的
洲
価
の
格
差
は
ひ
き
つ
がれ

形
式
的
民主
化
、
平
等
化
の
下
で
「大
学
の
二
震
構
造
」
が
成
立U
た
。図

書
館
・大学
院
・ス
タ
ッフ
の
等
人
朗
・物
的
強
化
を
岸
わ
な
い
と
いう
だ

け
でも
アメ
リ
カ
型
大
学
制
度
の
定
着
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
さ
らに

「学歴
」
を
め
ぐ
る
社
会
的
意
喚

私
立
大
掌
の
地
位
、
中
央
と
「地
方
」

の憲
味
の
差
興
等
々
は
形
式
的
大
学
改
革
看多
分
に
木
に竹
を
っ
いだ
よ
う

なも
のに
レ
兀.
戦
後
の
大
学
改
藍
は
も
ち
ろ
ん
進
歩的
側
面
を
、あ
る
い

は
進
渉的
可
能
性
を
も
って
い
た
。
そ
れ
は
こ
とに
革
新
側
が
「新
教青
制

度
」
を薩
歩
的
な
も
の
と
し
て
支
持
し
た
結
果
と
し
て
、
朔
待
が
現
実を
拘

束
す
る
と
いう
面
が
あ
った
ろ
う
.
さ
ら
に
国
立
大
学
の
地
方
委譲
や
「教

育
の民
衆
支
配
」
の
美
名
の
下
に
笑
質
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の直
葦
又

配
を可
能
に
す
る
大
学
管
理
制
度
案
は
粉
砕
さ
れ
た
か
ら
、
アメ
リ
カ型
へ

の首
尾
一貫
し
た
改
革
は
チ
ェ
ック
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
革
新側
も大
学

改
革
の逡
歩
的
可
能
性
を
現
実
化
ず
る
社
会
的
、
政
治
的
諸
条
件
を
改革
に

は
成功
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
学
に
関
す
る
諸
制
度
、詫
条
件
の

内部
で
も
「社
会
」
と
の
関
係
で
も
、
は
な
は
だ統
合
を欠
いた
、
晶
制
度

のリ
アル
な
対
応
関
係
を
欠
い
た
、
タ
テ
マ
ェ
と
ナ
カ
ミ
の
か
けは
な
れ
た

性
格を
は
じ
め
か
ら
も
って
い
た
。

朝
鮮
戦
争
以
後
、
い
わ
ゆ
る
「逆
コ
ー
ス
」
の
波
の
な
か
で、
目
本
ブ
ル

ジ
ョワ
ジ
ー
が
、
「占
領
制
度
の
蓬
正
」
の
名
目
で大
学
を含
む敦
青
制
度

の手
直
し
論
を
く
り
か
え
し
打
ち
だ
レ
沌
こ
と
は
訣し
て
偶然
で
は
な
い
.

革新
側
が
取
勢
に
で
ら
れ
る
場
合
に
は
、
戦
後
改
箪は
有
利な
足
が
か
り
と

な
り
う
る
可
能
性
を
も
って
い
た
が
、
そ
の
こ
ろ
から
保
守
・革
新
の
対
決

は
「ポ
ッダ
ム
・デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
体
制
を
めぐ
る攻
防を
軸
と
す
る
よ
う

に
な
る
。
軍
新
側
の
「防
勘
的
ニ
アィ
カ
リ
ズ
ム」
は
体
質
化
す
る
.
そ
し

て
、
大
学
を
含
む
戦
後
の
教
青
制
度
の
実質
空
洞化
が
す
す
み、
ま
た
小
・

中
.高
校
に
っ
い
て
は
樒
力
統
制
の
た
め
の
行
政
制度
が
、
新
教
委
法
・勤

評
。留
理
職
手
当
で
一応
完
成
す
る
。
た
だ大
学
に
つ
いて
は
、
権
力
統
制

の手
段
が
法
制
的
に
は
な
お
完
成
さ
れ
て
い
な
い
。こ
れ
は
高
校
以
下
に
つ

田

中

欣

和

難

(京
大
教
-學
都
院
生
)

い
て
も
教
員
磯
の
イ
デ
オ
ロギ
ー的
鵠
握
に
成
功
し
て
い
な
い
こ
と
とFなら

ん
で
政
府
・ブ
ル
ジ
ョ
ア
側
の
教育
行
政
に
お
け
る
ア
キ
レ
ス
腱
に
な
っ
て

い
る
。

嘱
■

池

田
時

代

以

後

■
■

さ
て
謝
度
成
長
の
時
代
に
入
って
新
し
い
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
教
育
行
政

に
は
い
わ
ば
治
安
対
策
的
(政
治
的
・イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
)
側
面
と
労
働
力

開
発
的
な
側
面
とが
あ
る
。
そ
の
二
つ
の
側
面
が
つ
ね
に
か
ら
み
あ
っ
て
い

る
こ
と
は
勿
論
と
し
て、
池
田
時
代
に
は
、
マ
ン
・パ
ワ
ー
・ポ
リ
シ
;
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
後
者
の
側
面
が
脚
光
を
あ
び
る
よ
う
に
な
っ

た
。
経
済
讐
議
会
・人
的能
力
開
発
部
会
の
答
申
(い
わ
ゆ
る
経
審
答串
)

は
体
制
側
の
ヴ
ィジ
ョン
を
示
レ
た
も
の
と
し
て
こ
の
時
期
を
通
じ
ても
っ

と
も
ま
と
ま
っ
た
文
書で
あ
る
が
、
体
系
的
・全
面
的
・計
圓
的
に
、大
学

を
経
済
的
要
翻、
っま
り資
本
の
要
謂
に
対
応
し
て
再
繍
成
・整
鋼
し
て
い

こ
う
と
す
る
い
わ
ば
プ
ルジ
ョウ
的
構
造
改
童
プ
ラ
ン
打
ち
だ
さ
れ
てき

た
。
そ
れ
は
技
術
革
新
のひ
ろ
が
り
を
基
碇
と
し
、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・シ
ョ

ッ
ク
を
き
つ
か
けと
し
て
最
近
国
際
的
な
傾
向
と
な
う
て
い
る
教
育
改
車、

数
育
競
争
の
一環
とし
て
も
理
解
さ
れ
る
.
経
済
的
、
凧
事
的競
争
に対
応

す
る
助
機
が
、戦
後
の大
学
の
資
本
の
観
点
か
ら
の
不
紹
合
、
非
1.癩
の是

な
し
く
ず
し
か
ら
直
接
措
置
へ

ス
・プ
ロ
は
全
く
ムチ
ャク
チ
ャと
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
状
鯉
だ
し
理
帯

者
の
企
業
主
義と
そ
れ
に
暴
つ
く
繍
敗
は
あ
ら
た
め
て
例
を
あ
げ
る
必
要
も

な
い
と
思
う
が、
問
題
は
か
り
に
艮
齢

な
理
事
者
が
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
ま
ま
で
はど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
授
業
料
が
あ
れ
ほど
高

い
と
い
っ
て
もそ
れ
で
大学
と
し
て
十
分
な
機
能
の
暴
せ
る
だ
け
に
な
る
は

ず
は
な
い
。
大体
現
代
の
大
学
の
経
費
を
「独
立
裸
算
」
「受
益
者
負
担
」

的
発
想
で
や
っ
て
いけ
と
いう
の
が
ベ
ラ
ボ
ー
な
話
だ
。
国
立
と
私
立
の
関

係
は
江度
公
団
住
宅
と
民聞
アパ
ー
ト
の
関
係
に
似
て
い
る
。
しが
も
、
日

本
の
大
学
生
は
企
粟
にな
ぞら
え
れ
は
遺
当
競
争
と
二
重
栂
造
に
あ
る
の
で

む
し
ろ
弱
い
大
学
、
社
会
的評
価
の
高
く
な
い
大
学
で
、
体
制
側
の
要
謂
に

積
極
的
に
こ
た
える
。
ある
いは
自
ら
す
す
ん
で
民
聞
企
業
の
人
づ
く
り
下

請
け
に
な
って
い
こ
う
と
い
う
國向
がで
て
く
る
。
最
近
新
設
さ
れ
た
私
又

大
学
に
「産
学
協
同
」
を
オ
モ
テ
カン
バ
ン
に
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
に

注
目
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
田
立大
学
の禦
、
学
生
会
酬
の
鷺
設
を
め
ぐ

うて
も
そ
う
い
う
傾
向
は鴻
られ
る
。

今
年
は天
学
卒
の
就
臓癬
が社
会
問
題
化
し
た
が
こ
の
傾
向
は
長
期
的
に

っ
つ
く
.
高
度
成
長
期
に
企
業
が超
楽
観
的
な
展
銀
で
大
唖
し
た
こ
と
の
一

時
的
反
動
ば
か
り
で
は
な
い
。中
・高
卒
の
着
年
労
働
力
不
足
と
い
う
こ
と

は
全
体
的
・長
期
的
に
み
て
つ
づく
が
、
大
学
卒
労
働
力
の
供
給
は
ど
ん
ど

ん
ふ
え
て
い
る
の
に
対し
て
、
日
経
運
が
強
調
し
て
酒
る
「人
の
合
理
化
」

「人
べ
ら
し
」
は
、
第
一に
間
接部
門
、
ホ
ワ
イ
ト
・カ
ラ
ー
層
に
か
か
っ

て
く
る
.
こ
れ
ま
で
日
本
の企
業
は
学
卒
者
の
採
用
を
職
種
と
の
対
応
に
お

い
て
よ
り
隻

む
し
ろ身
分
的
構成
の観
点
で
や
って
き
た
け
れ
ど
も
、
そ

の
よ
う
な
腫
用
横
行
、
構
成
の変
化
、
大
学
卒
労
働
力
の
買
手
市
場
化
の
な

か
で
欄
々
の
大
掌
が
資
本
の
要請
に
屈
従
す
る
傾
向
は
一層
強
ま
り
、
よ
り

直
接
的
に
な
っ
て
い
く
だろ
う
,
今
喜
の
大
学
基
準
改
酊
の
問
題
で
注
目
を

あ
び
た
一般
教
胃
の
軽
視傾
向
も
、
こ
の
文
脈
の
な
か
で
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「大
学
の
危
機
」
の
特
徴は
資
本
の
要
酎
に
よ
り
直
操
的
に

大
学
の
合
理
的
再
編
成

知
的
労
働
者

の
生
産
工
場

正
と
い
う
動
機
と
璽な
って
で
て
き
た
.
労
働
力
の
用
途
別
育
成
、
人
問
の

J
I
S
マ
ー
ク
化
、
それ
を
幣
率
的
に
す
す
め
る
た
め
の
再
編
成
と
い
うヴ

ノ
ジ
享ン
だ
.

高
度
成
長
の
終
った
今
、
日
本
の
支
配
階
級
自
体
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
ス

マ
ー
ト
に
推
し
すす
める
能
力
は
も
って
い
な
い
.
あ
る
程
度
カ
ネ
を
はら

き
ま
き
つ
つ
福
祉闘
蟹繭
的
幻
想
を
ま
き
ち
ら
す
と
い
う
こ
とが
不
可能
に

な
っ
て
い
る
。し
か
し
、
抵
抗
は
非
常
に
大
き
く
な
る
と
は
い
え
、そ
れ
だ

け
に治
安
対策
的側
面
が
表
面
化
す
る
と
は
い
え
、
方
向
と
し
て
経
審
答串

な
ど
池
田
時
代
に
進
展
した
マン
・パ
ワ
ー
・ポ
リ
シ
ー
の
線
は
継
続す

る
.大

学
あ
る
い
は研
興
教
育
の
諸
部
門
間
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
を
舎
め
て
、そ
の高
等
教
青
の
ブ
ル
ジ
ョア
的
再
編
成
を
す
す
め
て
い

く
行
政
手
段
とし
ての
最
近
の
特
徴
は
、
た
と
え
ば
大
智
法
の
よう
な
ド
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
法製
剛改
変
、
職
備
を
延
期
し
な
が
ら
も
馬
通
達
、
答申
、

予
算
措
置
等
を
通じ
て
、
ど
ん
ど
ん
既
成
事
笑
を
つ
み
あ
げ
て
い
く
と
いう

や
り
方
にあ
る。
大
学
問
題
で
の
闘
箏
で
主
役
に
な
ら
ざ
る
を
えな
い学
生

運
動
の
分
裂状
況
と
、
短
期
決
戦
に
は
た
い
へ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
をみ
せ
る

が
な
し
くず
し的
攻
勢
に
は
弱
い
と
い
う
愚
の
短
か
さ
、
ま
た教
官
層
の
卒

直
に
い
っ
て無
気
力
と
視
野
の
せ
ま
さ
は
体
制
側
の
攻
勢
を
は
ねか
え
す
こ

と
を
困難
に
して
いる
。
教
員
獲
成
制
度
な
ら
教
員
盤
成
制
度を
例
に
と
っ

て
も
、
「改
愚
」
に
対
ず
る
一般
的反
対
は
確
認
で
き
た
と
ころ
で
も
、
艮

体
的
に
文
耶省
が
お
し
つ
け
て
く
る
諸
描
置
に
対
し
て
は
教
冒、
大
掌
当
局

は
人
事、
予
算
な
ど
に
つ
い
て
の
思
惑
も
か
ら
ま
っ
て
雌
随
しが
ち
痩
し、

掌
生
も謂
派
の
セ
ク
ト
主
幡
に
禍
さ
れ
て
、
可
能
な
全
国
共
闘も
でき
な
い

で
い
る
。

さ
ら
に
、
今
の
大
学
の
危
機
と
い
う
こ
と
を
考
え
る上
で
も
っと
も重
大

な
のは
む
し
ろ
私
学
の
問
題
だ
と
私
は
考
λ
て
い
る
.
日
本
の大
学
生
の
七

割
は
私
学
の
学
生
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
あ
り
方
が
国
公
立
と相
互
に彫
響

せ
さ
る
を
λな
い
。
溜
息
の
で
る
よ
う
な
授
葉
料
、
通
信
教
育
以
下的
な
マ

よ
り
能
率
的
に
応
え
る大
学
の
再
編
成
が
、
大
学
財
政
の
絶
対
的
白
困
を
足

場
に
し
つ
つ
も
行
財
政
的
躍描
擢と
就
職
市
場
か
ら
の
誘
導
と
い
う
両
面
か

ら
す
す
め
ら
れ
っ
つ
あ
る
こと
と
いえ
よ
う
.

♂

塞

運
動
の
新
傾
向

層
゜

と
こ
ろ
で
こ
の
ゆす
ぶら
れ
て
いる
天学
で
、
個
々
の
旦
葎
的
攻
勢
に
対

し
て
、
現
在
の大
学
の
タ
テ
マ
エを
「守
れ
」
と
い
う
い
い
方
、
新
制
大
掌

は
こ
う
な
る
は
ず
だ
っ
た
のに
ー
そ
う
な
って
い
た
ら
よ
か
う
た
の
に
ーと

い
う
「新
制
大
学
の
理
念
」
と対
比
し
て
ガ
イ
タ
ン
す
る
の
が
「論
壇
」
で

の
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
に
な
っ
て
いる
が
、
こ
れ
は
+
分
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
す
で

に
持
た
な
い
の
で
は
な
いか
。

か
り
に
一般
教
胃
を例
にと
れ
ば
、
そ
れ
は
大
学
教
育
全
体
の
カ
リ
キ
昌

ラ
ム
の
な
か
で
育
機
的
に
関係
づ
け
ら
れ
ず
、
ま
る
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

バ
ラ
バ
ラ
に
与
え
て
お
け
ば円
満
な
人
聞
が
で
き
る
と
で
も
い
う
よ
う
な
制

度
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ので
、
ど
こ
で
も
不
満
が
多
い
ー
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
含
め
て
、
我
が々
何
を
竪
求
す
る
の
か
を
明
確
に
し
て
い
く
作
業
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
。た
だ
し
、
そ
れ
は
改
艮
の
ツ
ミ
ア
ゲ
と
い
う
運
助
論

に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
い
って
い
る
の
で
は
な
く
て
、
一般
的
タ
テ
マ
エ

で
の
み
集
約
され
る攻
防
か
ら
、
も
っと
麗

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

ー

う
こ
と
だ
。

最
近
、寮
、学
生
会
鯖
の
闘
争
、
不
正
入
学
や
統
合
拶
転
な
ど
を
き
っ
か

け
と
す
る
学
内民
主化
闘
箏
が
、
各
地
で
局
所
的
、
激
発
的
に
お
こ
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
学
生
運動
の
伝
統
的
拠
点
で
は
な
か
った
と
こ
ろ
で
も
よ
く

お
こ
っ
て
い
る
と
いう
こと
か
ら
も
、
ま
た
、
反
戦
闘
争
を
軸
と
す
る
全
国

的
政
治
カ
ン
パ
ニヤ
を中
心と
し
て
き
た
岸
注
週
助
の
歴
史
か
ら
み
て
も
特

徴
的
な
こ
と
だ
.
これ
か
ら
の闘
争
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、
直
接
民
主
主

義
的
要
求
と
い
う
か
、自
分
た
ち
は
闘
係
す
る
こ
と
を
、
自
分
た
ち
に
相
談

も
な
く
,
勝
手
に
エ
ゲ
ツ
ナ
イ
こと
を
お
し
つ
け
て
く
る
の
は
ケ
シ
カ
ラ
ン

と
い
った
意
識
で
あ
る
よ
う
に
思う
。
か
つ
て
の
学
生
運
動
は
国
民
大
衆
の

e

'

利
警
の
代
弁
を
意
識
し
「正
義
の
駄方
全
学
運
」
と
し
て
筏
四
へ
と
び
だ
し

て
い
く
戦
闘
性
に
比
し
て
、
学
内間
題
は
お
そ
え
も
の
に
な
る
佃
向
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
体
制側
の
テ
ンポ
が
こき
ざ
みに
超く
な
って
い
る
と
か
、
そ

の
整
備
、
再
編
成
を
ス
マ
ート
にお
し
す
すめ
て
い
く
財
政
的
手
段
を
も
た

な
い
と
か
、
物
価
高
、
不
況、
戦
箏
ζい
う
一股
的
社
会
不
安
と
か
い
ろ
い

た
う
な
こ
と
が
い
える
が
、学
生層
の
世
代
変
化
と
り
つ背
景
を
加
え
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
度
成
長
のな
か
で
育
って
欲
求
水
準
と
柳
利
意
識

の
高
い
現
代
っ
子
世
代
の
登
場
、し
かも
国
際
、
国
内
の
状
況
の
激
変
の
な

か
で
不
安
と
不
溺
を
こ
と
に
強
く
感
じ
る
と
い
う
背
景
で
あ
る
。
こ
の
学

生
層
が
今
後
も
闘
争
の
中
心
的
な
にな
い手
で
あ
る
と
い
う
ば
か
り
で
な
く

直
接
的
な
も
の
に
対
す
る
敏
感
さ
と
いう
そ
の
特
徴
の
健
康
な
面
を
許
価
す

べき
で
は
な
い
か
。
彼
ら
の
戦
斗性
が
戦
術
的
対
応
を
こ
え
ら
れ
な
い
で
い

る
と
い
う
現
状
は
あ
る
と
恩
う
。
それ
を
個
激々
発
主
編
に
と
じ
こ
も
ら
せ

ず
、
ま
た
一殿
的
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
の城
し
こ
み
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
す
る

の
で
も
な
く
、
そ
の
薩
接
的
要
求
から
出
発
し
な
が
ら
、
そ
の
間
題
鎖
城
を

ひ
ろ
げ
、
政
治
的農
望
と
全
園
的
共斗
を
つく
って
い
く
と
い
う
娼
織
と
運

動
と
思
想
が
必
要
で
は
な
い
か
.自
分
た
ち
の
直
搬
的
不
満
か
ら
激
発
的
斗

蜻
を
通
じ
て
教
胃
閻
題
全
般
に
税
野を
ひ
ろ
げ
つ
つ
あ
る
工
策
教
員
劉
成
所

の
斗
争
は
、
分
断
さ
れ
た
戦
線
のな
か
で
非
常
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
が

一つ
の
典
型
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。

一
■

あ
た
ら
し
い

「
大
学
の
自
治
」

■
.

こ
う
い
う
状
況
に
あ
って
、
大
学諭
の方
向
を
「自
治
」
の
問
題
を
中
心

に
考
え
て
い
こ
う
。
「教
授
会
の自
治」
か
ら
「教
冒
と
学
生
の
自
治
」

「全
大
掌
人
の
自
治
」
と
い
う
こ
とが
これ
ま
で
も
い
わ
れ
て
き
た
し
、
一

般
的
に
は
そ
れ
は
当
然
の
主
張
だ
。

「教
授
会
の
自
治
」
は
実
質
的
には
と
も
か
く
タ
テ
マエ
と
し
て
は
体
制

側
か
ら
も
公
認
さ
れ
て
き
た
。
それ
は
第
一に
「専
門
家
の
自
治
」
と
し
て

で
あ
り
、
ま
た
体
制
に
と
っ
て
安
全熱
胃
であ
る
か
ぎ
り
で
の
下
級
官
僚
的

「梱
限
委
讃
」
で
も
あ
っ
た
。
レ
かし
、
研
究
予
算
の

困
が
産
学
協
同
、

電
掌
協
同
と
い
った
下舗
化に
お
いや
る
な
ど
教
官
・研
究
者
の
目
主
件わ

良
心
に
よ
って
決窟
し
う
る
ババ
がせ
ぱ
め
ら
れ
、
こ
と
に
財
市
を
に
ぎ
っ

て
い
る
官
僚
に
対
し
て
熊
力
であ
る
。
ギ
ル
ド
的
閉
'"性
弔
タ
コ
ツ
ボ
的
尋

門
化
は
そ
の
方
向
に
埋
漫
す
る
こと
が
個

の々
研
究
者
の
キ
ャリ
ア
に
有
利

に
働
く
乙
とも
あ
っ
て
教官
層の
抵
抗
能
力
を
い
ち
じ
る
し
く
弱
め
て
い

る
。
「教
授
会
の
自
治
」
が
一方
で
は
「部
薦
の
平
和
」
を
守
ろ
う
と
す
る

無
気
力
や
事
大
主
義
、
予
算
や
ボ
スト
の
争
奪
を
め
ぐ
る
セ
ク
ト
主
義
な
ど

に
お
か
さ
れ
て
い
る
例も
多
いよ
う
だ
.

「全
大
学
人
の
自
治
」
と
い
っ
ても
、
覇
だ
「自
治
」
の
主
体
を
教
授
か

ら
助
教
授
、
助
手
へ
と
い
う
の
と
同じ
意味
で
平
面
的
に
拡
天
し
て
学
生
に

ま
で
及
ぷ
ー
と
い
う
の
で
は
な
'＼
新
し
い原
理
を
つ
け
く
わ
え
る
ζ
と
な

の
で
は
な
い
か
.
「学
生
も
ま
た宋
熟な
る
一学
者
で
あ
る
」
と
か
「中
世

の
大
学
は
・」
と
い
う
遥
源
圃
を
も
ち
だし
て
、
「大
学
ゆ
え
の
自
治
」
論

に
学
生
も
首
め
て
考
え
る
の
では
なく
「自
主
蟹
理
」
の
思
想
、
よ
り
一般

的
に
い
え
は
痕
摸
民
主
々
覇
的
柵
利
憲識
か
ら
出
発
し
た
「自
治
圃」
が
必

要
な
の
だ
と
思
う
。
「専
門
家
の
自
治
」と
り
つこ
と
が
尊
1
さ
れ
る
べ
き

こ
と
は
当
然
だ
し
、
「全
大
学
人に
よ
る
自
治
」
と
い
って
も
、
教
官
・学

生
と
い
った
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場を
「大
学
人
」
と
いう
一般
的
な
も
の
に
還

元
し
て
レ
ま
う
の
で
は
課
り
だ
と
思う
。

そ
し
て
、
個
々
の
学
部
・大
学
レ
ヘル
で
の
決
定
構
を
守
る
、
と
い
う
の

で
は
な
く
、
全
国
的
な
大
学
の
自
主
、民
主
智
理
と
い
う
意
識
性
が
強
調
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
前
に
述
べた
よ
う
に
大
学
を
め
ぐ
る
環
境
が
き
ひ

し
く
な
り
、
大
学
・部
門
間
の
競
争
が激
し
く
な
る
と
い
う
条
件
下
で
は
こ

れ
は
こ
と
に
重
大
な
こ
と
だ
。
勿
繭、
責
本
主
義
社
会
で
そ
う
い
う
機
構
が

可
舵
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
永井
道
雄
先
生
の
「大
学
公
社
論
」
な
ど
た

い
へん
面
白
い
着
想
で
示
唆
的
だ
っ
たけ
れ
ど
も
、
た
ん
な
る
機
桐
プ
ラ
ン

と
し
て
い
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
「国
立大
学
運
営
協
議
会
」
の
充
実
強
化
に

と
ま
ど
って
し
ま
う
こ
と
は
た
しか
だ
。し
か
し
、
闘
争
を
支
え
る
思
想
、

そ
う
い
う
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
必
要
であ
り
、
自
主
・民
生
篁
埋を
通
じ
て

大
学
が
直
接
に
国
民
大
衆
に
貞
極
を
も
って
いく
と
い
う
理
愈
を
明
ら
か
に

す
べき
だ
と
潟
え
る
。
な
お
教
甫
樵
関と
し
て
の
大
学
間
題
は
、
こ
れ
ま
で

大
学
生
11
小
市
民
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
して
論
じ
ら
れ
る
ζ
と
が
多
か
っ

た
が
、
基
本
的
に
は
知
的
「新
労
働
者
」
腰
の卵
た
ち
の
問
題
と
し
て
、
勤

労
人
民
の
子
弟
の
教
青
権
の
立
場
か
ら
考
え
る
べき
で
あ
り
、
「市
民
」
的

教養
主
義
や
そ
の
左
颯
的
変
型
と
し
て
の
小ブ
ル
的
急
進
運
勤
の
立
場
を
の

り
こ
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。非
鰭
に
一般
的
な
提
起
レ
か
で
き

な
か
った
が
、
多
角
的
に
討
論
し
て
い
た
だき
た
いと
思
う
。
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「タ

テ

マ

エ
」

と
し
て
の

編
集
郁

今
日
全
国
的
規
模
で
大
学

紛
争
が
圃発
し
て
い
る
ん
で
すが
、
こ

の
こ
と
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ック

に
大
学
の
危
機
を
叫
.一わ
け
で
は
あり

ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
爆
発
的な
紛
争

を
招
く
よ
う
な
大
学
、
と
い
っ
ても
新

制
大
学
な
ん
で
す
が
大
学
の
体質
的
、

携
造
的
な
も
の
が
あ
る
ん
で
は
な
いか

と
思
い
ま
す
.
そ
れ
で
、
今
日は
t
に

新
制
大
学
発
足
以
後
の
構
遣
的、
本
質

的
な
も
の
に
つ
い
て
話
し
て
いた
だ
き

た
い
ん
で
す
が、
ま
ず
、
学
問
の自
由

新
制
大
学
理
念

を
形
式
的
に
は
保
評
す
る
制
度
と
い
う

[も
の
を
持
って
発
足
し
た
は
ず
の
新
制

大
学
が
何
等
実
休
と
い
う
も
の
が
な
か
一

った
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
そ
の
後

資
本
屯
義
社
会
の
高
度
な
発
展
、
狩
に

独
占
資
本
の
促
活
過
程
に
あ
っ
て
、
大

学
の
新
般
、
増
股
、
讐
教
育
制
度
と
い

う
も
の
が
ど
ん
ど
ん
出
さ
れ
て
い
っ

た
わ
け
な
ん
で
す
が
そ
れ
が
二
皿
に
も

三瓜
に
も
今
日
の
大
β
と
い
う
も
の
を

拘
束
し
て
い
る
と
君
う
て
よ
い
と
思
い

一ま
す
。
レ
か
レ
魯
日
的
大
掌
の
危
機と

「警

ぐ
り
抜
け
る
中
で
生
み
出
さ
れ

露

。た
馨

あ
。
、
特
に
社
会
情

書
わ
れ
るも
のは
や
は
り
、
過
去
の
危
一徴
と
い
っ
た
もの
を
合
せ
て

盟勢
の
変
化
に対
し
て
は
常
に
受
身
的
で

あ
った
よ
う
な
イ
メ
」
9
を
与
え
ら
れ

る
。
受
身的
で
あ
った
が
ゆ
え
に
危
機

が
生れ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
λ
が
や
は
り
受
身
に
な
ら
さ
る
を

母な
い
必然
桝
が
あ
る
わ
け
で
、
特
に

今日
は
こ
ん
な
視
点
か
ら
、
田
中
さ
ん

のレ
ポ
ート
に
も
あ
る
よ
う
に
「
一般

的
閻
題
提
起
」
と
し
て
の
今
日
的
な
狩

治
そ
の
もの
が
昭
ら
れ
ず
に
そ
う
い
う

危
機
的
状
祝
を
っ
く
り
出
し
て
い
っ
た

と
も
　
え
る
　

形
で
、
勿
論
、
見
解
の
翼

霧

。
た
醗
馨

肌
て
い
く

森

糟
神
磐

は
蓉

が
、
新
契

癬
難
縫
羅
難
鞭
懸　難
難
灘

「

っ
め
込
み
的
な
面
ば
か
り
が
出
て
い
て

と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
大
掌
の
危
機
は

調
ゆ
る
「大
学
の
自
治
論
」
の
よ
う
に

自
由
主
義
的
な
大
学
の
自
治
論
や
ら
、

戦
後
の
い
わ
ゆ
る
新
制
大
学
の
麗
念
な

ど
の
よ
う
に
「タ
テ
マき

的
に
言
り

れ
て
き
た
。
ま
あ
非
冨
に
あ
い
ま
い
な

塾
繍
織
灘
灘雛
鰻
鵜
榔囲諜
脇

具
体
的
、
現
実
的な
外か
ら
のー
体
制

一側
か
ら
の
念
理
的な
政策
が
ど
ん
ど
ん

話
し
て
下

さ
い
。
具
体
的
な
事
例
を
いく
つも
上

襲
欝
鍵
鯨
醗
繋
蟹
講
騨批榊襲
蕨
廃
搬
箋
難
欝
締即

　

ん
か
ら
。

対
応
で
き
て
こ
な
か
った
。
そ
こ
へ
も

に
は
有
幼
に
対
決
し
得な
いあ
た
り
が

田
中

非
需
に
漠
然
と
し
てま
と
め

って
き
て
今
日
運
動
の
分
、
状
尻
と
い

今
H
の
危
機
的
な
象
叙
だ
ろう
と
は
思

に
く
い
ん
で
す
が
、
大
学
の
危機
は
芒

う
か
忌
想
的
擢
乱
か
ら
人
学
の
危
機
を

い
ま
す
が
。

か
ら
堀
象
的
には
あ
った
わ
け
で
、
そ

川
実
に
示
し
て
い
る
ん
で
は
な
か
ろ
う

田
中

そ
う
、体
制
側
の
持即
的
な

れ
の
幕
本
的
な
材
格と
いう
も
の、
今

か
。
初
に
最
近
の
人
字
間
題
の
中
心
に

政
筆
、
剛
ば
還
達
と
ゆ
門令
な
と
の
行

日
の
天
学
の
危
機と
い
う
もの
が
ど
の
な
る
こ
と
ほ
芋
生
蓮
効
の
こ
と
で
も
あ

政
機
尉
を
廻
-・)て
艮
体的
、
な
し
く
ず

霧

雛

雛

窪

薩

糊
家が斐
ればよか{難

難

欝

灘

一新
制
犬
学
の
制
度
と
し
て
、
教
獅
、
市

民
教育
を
す
る
と
い
って
い
ろ
い
ろ
や

って
も
、
実
質
的
に
は
、
学
生
に
と
っ

て
みれ
ば
ち
　
が
あ
る
か
ら
　な
　
と

禰
蕩
鷲
讐
賄
鍵

の体
質
か
ら
替
う
と
全
然
教
育
と
の
相

}互
関係
と
いう
も
のが
反
省
さ
れ
な
い

一まま
に
、
お
れ
は
研
究
者
だ
か
ら
教
甫

烹

う
業

的
な
社
惹

字
、
異

翌

いと
い
。た
界

が
あ
る
.
舞

喜

嘱

に
く、。
の
難

往
会
の
中
で
こ
礪
警
襲

に
ま
か
せ
て
お
け
ば
よ

学
を
身
に
っ
け
て
お
か
ね
ぱ
い
け
な
い

ん
だ
と
い
う
態
レ
が
お
ち
て
い
る
と
思

う
。
そ
れ
は
、
A,ま
て
の
字
生
運
動
で

い
え
ば
、
教
育
安
水
が
な
か
な
か
出
に

く
か
った
。
一暇
田
に
・口え
ば
、
日
本

の
教
育
全
体
に
も
か
与
え
ら
れ
た
も
の

は
多
く
あ
る
け
れ
ど
も
、
臼
分
達
が
⊥

い
った
方が
教
陶と
い
う
よ
り
唾
ら
く

見
える
と
いう
状
況
が
つ
く
ら
れ
て
い

っ
た
。

田中

微
視
剛に
み
れ
ば
、
戦
後
の

教
育
内
蒔全
体
が
魅
力
が
な
い
し
、
そ

れを
擁
拶

よう
と
す
る
逗
動
自
体
ピ

一ン
と
こな
い。
そ
う
い
一.た
す
き
聞
か

垂

ら
体
制
側
の
政策
が
どん
ど
ん
貫
徹
さ

れ
てゆ
く
。
京
大
の場
合
も
そ
う
で
す

が
教
宵
者
と研
究
者
と
、瞥
理
者
と
い

う
三
っ
が
、研
究
者
と
営理
者
と
な
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
教
帥で
あ
る
こ
と
と

は
な
かな
か
一致
し
な
い。

練

今
の
諾は
状
況
だけ
れ
ど
、
危

機
と
い
う
こ
とに
関し
て、
こ
こ
で
本

質
的
な
事
は何
も
議
論さ
れな
いま
ま

で
、
矛
盾
が
い
ろ
い
ろ増
えて
き
て
も

「新
制
大
学
は
や
っ
て
き
た
んじ
ゃな
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
組
合
の会
議
に
も

出
た
ん
だ
が
、
珊
科
系
の場
合
、
謂
座

制
の
囮
壊
、
ク
ル
ープ
研
號と
いう
こ

と
が
民
主
化
を
地
じ
て
行
われ
て
いる

ま
あ
一つ
の
晶
本
的
学
研
究
単位
が
、

今
日
も
は
や
詞
座
制
で
は

界
に来

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
口える
色で
は

な
い
だ
卯9つ
か
。
理
掌
部
あた
ウは
、

(次
ペ
ー
ジ
へ
統
く
)

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
・
振
替
東
京
八
〇
八
番

山
尽

の水

上
冨

暗
い
出生
の
秘
密
を
掩
い
て
、京
の色

町
に
生き
る
芸
者
静
香
…
…
。複
雑な

ー

人
間
の絆
に
しぼ
ら
れ
な
がら
も、
懸

ワ
命
に女
の道
を
歩
む
姿
を
描
いて
、哀

切
な
感動
を
呼
染薪
作
。
(フ
ジT
》

勉

著

蚕

化
三
〇
昇

売

価゚
三
九
。円

げ

賭
け
る
も
の

円
地
文
子
著

夫
の
愛情
に
こ
た
え
る
術
も
知
ら
ず、

わ
が
子
汐愛
し
み
胃
て
る
こ
と
もし
な

い
悪
妻
千波
を
ひ
た
む
き
に
愛す
る岳

夫
。
誓
子
ある
男
に
一途
の
愛
を
傾け

る
美
音
。現
代
人
の
愛
の
深
淵
を
円熟

の
筆
に
描い
た
括
題
作
。
価
固
二
〇円

北

杜

喜

高み

の
見物

目
玉
医
煮
陀田
亀
艦民
と
S
F
四
文
俘

家
氏
の
周
囲を
俳
個
し
な
が
ら
、
複
雑

怪
奇
な
人闇
世
界
を
観
察
し
、
様
々
な

体
験
を
す
るゴ
キ
ブ
リ
紳
士
の
吼蘭
録

薪
痴
独
自
の健
康
な
ユ
↓
てア
にみ
ち

た
新
搾
長編
小
説
.

億
三
一Ω
円

日
の
ち
.ぢ
誘

島
尾
敏
雄
著

生
き
る
こと
の
重
司
夫
婦
親
子
の
業
、

離
島
や
海
外で
の
無
気
味
な
興
和
感を

特
興
な
手法
、
洗
綴
さ
れ
た
文
体
で
描

い
て
、
薪し
い
進
壌
塗
萎

「日
の
ち
ぢ衰
りh
過
越
し
」「子と
共

に
h
頃
日
の
つと
め
」他
.価
ヨ
玉
Ω
禰

虫皇
(い
な
ご

)

田
村
泰
次
郎
著

替
員と
蝦
の
杢
た
悩
ま
さ
れ
窺
ら

前
線
部
隊
へ慰
安
婦
を
送
り
届
け
る兵

士
逮
の女
体
への
飢
潟
、
死
の
不
安を

描
い
た
「娘
」ほ
か
七編
.
「戦
場
』と
い

う
極
限
状
況下
に
お
け
る
人
間
性を
追

求
し
た
傑
作短
編
集
。

価
四
二
〇円

婁
孕
九臨

新

田

次
郎
著

谷
川
岳
馬
帽
子奥
壁
の
岩
棚
に
遭
難
者

を
守
り
続箋

闘
の
九
ナ
兀
時
間
ー

沈
藩
冷
静
な判
断
力
と
不
屈
の
闘
魂で

危
険
な
絶壁
の遭
難
救
助
を
禽
6
た

山
男
の
勇
気を
描
く
表
題
作
他
山
岳
小

説
の
傑
鋸

を
収
録
。
価
冒西
O
円

特
性
の
な
勇

四

R

・
ム
ジ

ー

ル

高
橋
義
孝
他
訳

ウ
ル
リ
ヒ
と
妹ア
ガ
ー
テ
が
共
有
し
た

孤
独
の
交
磁と
自
己
愛
に
基
づ
く双
生

児
の
意
識
。兄
妹
に
生
ま
れ
た
な
ん
て

偶
然
な
ん
だ
1
禁
じ
髭

た
愛
の
軌

跡
は
い
よ
いよ
荘
厳
な
商
ま
り
を
み
せ

る
。既
刊
三
偲
鞘
売
中
・価
各
六
五
〇
円

正 繋
♂=塑b三

否 墨

△

{

ハ
δ

θ
大
正
干
年
か
ら昭
和
十
四
年
ま
で
の
櫃

品
二
土
ハ編
を
収
め
る
。
悪
夢
。尾
花

の
蔭
・人
さま
ん
¥
・団
菊
死
後
・弱

檀
木
櫨
・冬
の日
・迷
妄
・罵
鷹
の
濤

吉
・生
き
さり
し
な
ら
ば
・世
界
人
他

既
刊
二
億
奨死
申
・価
各
二
〇
〇
〇
円

好評の重版!

楡

家

の

人

び

と

北

杜
夫

幻

峯
化

(毎
畠
要

化
墓
賞
)梅
崎
春
生

個
人
的
な
体
験

砂

の

女

橋
の
な
い
川

600400
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一

瞬1翻 灘雛㈱
先
号
に
続
いて
、今
月の
大
単
の
[殻
的
賭
問
題
に
つ
い

て
、
山
岡
敦
磯

森
助
教
扱、
田中
氏
に
出
席
を
願
って
、
脂

し
会
って
も
ら
う
こ
と
にし
た
。特
に
鍛
近
の
大
学
紛
争
(学

館
、
寮
、
掻
業
料
、
教
員
養成
、
統
合
間
題
等
)
が
毎
日
と
い

って
よ
い
ほ
ど
頻
発
し
て
い
る
。
特に
学
生
の
起
ち
上
が
り

が
、
蠣
発
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
って
、
大
学
を
拙
さ
ぶ
って
ゆ

く
こ
と
な
ど
、
安
保
以
後学
生
還
勘
の混
途
の
中
で
、
こ
れ
ほ

ど
大
き
な
学
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集中
し
た
こと
は
か
って
な

い
と
い
え
る
。
で
は
載
後新
制
大
学
発
足
以
後
も
大
学
の
億
機

は
叫
ば
れ
つ
づ
け
な
がら
、
また
また
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る

最
近
の
大
学
間
題
の
原
因は
ど
こ
に求
め
る
の
か
、
新
制
大
学

自
体
が
危
機
を
招
く
体
質
的
な
も
のを
持
って
い
る
の
か
、
三

人
の
方
に
話
し
会
っ
て
も
ら
っ
た
。

(編
集
部
)

需
ペー
ジ
よ
り
続
く
)

鳥

多
く
の
部
門
が
グ
ル
ー
プ
研
究
制
と
い

う
近
代
的
な
シ
ス
テ
ム
を
と
って
い
る

ん
だ
が
、
こ
れ
は
民
主
化
と
紹
び
つ
い

て
行
わ
れ
た
と
い
う
歴
史
を
持
って
い

る
。
そ
の
た
め
、
民
主
化
と
関
係
な
く

一方
で
は
体
糊
の
要
求
そ
の
も
の
が
一

種
の近
代
化
を
嬰
求
し
て
い
る
。
特
に

最近
にな
って
危
険
な
傾
向
が
出
て
い

る
のは
、
外
か
ら
の
近
代
化
が
進
行
し

て
、大
学
自
体
が
、
資
本
主
義
的
近
代

的
工蝸
の
一極
に
な
って
し
ま
った
ん

では
な
いか
と
い
う
こ
と
で
す
。
古
い

理
念と
い
う
もの
は
今
雷
った
よ
う
に

は
っき
り
と
は
分
析
さ
れ
て
は
こ
な
い

し
、
一応な
ん
と
な
く
、
例
え
ば
理
科

系
に多
いが
謂
座
制
に
反
対
す
る
こ
と

が
、
民
主化
で
あ
る
と
鰯
覚
さ
れ
て
い

る
。
確
か
にそ
の方
が
近
代
的
で
は
あ

る
が
理
科系
な
ん
か
の
現
状
を
み
て
み

ま
す
と
封嬉
時
代
の
いわ
ゆ
る
ブ
ル
ジ

む
し
ろ
異
っ
た
攻
勢
が
で
てき
て
いる

新
制
と
宮
え
は
教
育
と研
究
の分
業
形

態
で
し
ょ
う
。
それ
が全
然な
いわ
け

で
す
よ
。
研
究
ば
か
りし
て
いる
。
あ

る
い
は
勉
強
ば
か
りし
て
いる
。
一方

で
は多
く
の
学
生
を
教え
な
け
れ
ば
な

らな
い
。
と
いう
矛廼
が
生
U
て
く
る

や
は
り
新
制
と
いう
も
の
は
研
究
者

と
教
師
の
分
業
でな
けれ
ば
や
って
い

け
な
い
ん
し
ゃ
な
い
でし
ょう
か。
そ

れ
に
大
学
の
危
機
と
い
っ
ても
私
は
今

一番
危
機
的
な
様
子
を
示し
て
いる
の

は
私
学
だ
と
思
う
ん
です
。理
事
会
と

の
対
か
て
非
冨
に
明
確
に
相手
が
現
れ

る
と
いう
感
じ
が
す
る
ん
で
す
ね
.

、
紹
築
部

今
日
ま
で
実
質
的
内容
と

脚縫

鞭

蔓

て訓

た
と
い
う
こ
と
を
一番
我
々
は
反
省
し

な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
そ
れ
に
今
山
岡
先
生
が
言
わ
れ
た

研
究
と
教
青
と
が
分
業
形
態
を
と
る
と

い
う
の
が
果
し
て
新
制
大
学
の
実
質
的

な
問
題
解
決
に
な
る
の
か
ど
う
か
。
ま

た
そ
う
あ
る
べ
き
な
の
か
ど
う
か
は
、

山
岡

そ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
し

た
形
を
と
れ
な
い
の
が
あ
る
い
は
新
制

の
現
実
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
旧
制
で

と
な
る
と
、俸
給
の面
で
も
、
肉
体
的

に
も
、
精
神
的に
も
、
良
心
的
に
な
れ

ば
なる
ほ
ど
どう
に
も
な
ら
な
い
と
い

う
状
怨
じ
やな
いで
す
か
。
そ
り
や
何

人
を
相
手
にす
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
例
ぱ
八.、人も
の
学
生
を
一度

に相
手
にす
る
な
ん
て
の
は
教
師
と
し

ても
勤ま
ら
ん
で
す
よ
.
だ
か
ら
ま
じ

め
に
滑え
て
も
ど
う
し
て
よ
い
の
か
、

ま
った
く
わ
か
ら
な
く
な
る
ん
で
す
よ

編
集部

教
官
自
体
が
そ
の
よ
う
に
ど

う
レ
さ
つも
な
い
と
い
う
状
況
そ
れ
自

体
が
危機
を
示
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

与
えら
れ
た
も
の
の
申
で
し
か
ど
う
こ

い
く
と
い
う
新
制
大
学
の
危機
が
言
え

る
と
思
う
人
で
す
が
。そ
れ
誉
助
成
U

た
の
は
、
こ
れ
ま
で述
べら
れ
て
き
た

よ
う
に
大
学
内
部
で変
革
レて
ゆ
く
推

雌
力
な
り
、
製
邑な
り
、
教
授
会
な
り

他
の
会
議
な
り
が
形
骸化
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
に
も
ある
と
思
う
。
そ
れ
自

体
が
機
熊
し
て
いな
いと
いう
こ
と
で

一方
で
は
、学
生内
部
で
も
、
そ
う
い

う
制
度
的
な
変
革、
大
管
法
な
ん
か
で

は
起
ち
上
る
け
れど
内
容
的
な
も
の
、

例
え
ば
教
養
の講
謹丙
容
と
い
った
よ

う
な
も
の
に
対す
る
運
動
は
盗
り
上
が

ら
な
い
。
そ
う
いう
こと
を
検
討
す
る

近
代
化
の
大
学
再
編
成

3
,

:
曹

ヨ
ア
革
命
みた
いな
一種
の近
代
化
が
'
る
。
国
立
だ
と
相
手
が
居
な
い
ん
です

起
き
て
い
るよ
う
に
思え
る
。
そ
の
後

よ
。
文
部
憲
へ
行
っ
て
も
こ
れは
大蔵

に
、
資
本
主
義
がト
ウ
ト
ウ
と
し
て
翫

省
の
管
勲
だ
と
が
な
ん
と
か
い
う
こ
と

れ
込
ん
で
く
る
。

で
ね
。
ま
た
学
校
で
は
総
長
が
大
学
の

田
中

今
の
大
学
全体
が
そ
んな
懸

意
志
を
代
表
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
と曾

じ
で
す
ね
。

山
岡

僕
と
こな
ん
か
は
も
と
か
ら

「講
座
制
」
と
いう
よ
う
な講
脱制
は

な
い
で
す
ね
。
経
済
の
場
合
教
授
、

助
教
授
の
会
合
で
決ま
る
ん
で
「俺

ん
と
こ
の
教
室
は
」
と
いう
よ
う
な

こ
とほ
あま
りな
い
。
本
当
の
意
味

で
は
、
講
座
制
、
旧
制
な
ど
か
ら
新

制
へ
と
の
切
換
の
す
き
間
を縫
って

う
こ
と
で
、
相
手
が
総
凝
と
な
っ
た
り

こ
れ
は
学
生
も
非
扁
に
困
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
が
ね
。

森

逆
に
言
え
ば
、
し
か
し
実
際
研

究
室
な
ん
か
へ
経
済
界
か
ら
流
れ
込
ん

で
く
る
、
あ
る
い
は
、
就
職
市場
から

影
響
し
て
く
る
と
い
う点
で
は
、
例
え

て
言
え
ぱ
、
日
教
組
が
文
部
省
を
相
手

を
し
な
い
で
、
日
経
連
と
直
接
交
渉
す

講
座
制
の
崩
壊
共
同
研
究

山 岡 教 授

 

は
ち
ょう
ど
そ
の
よ
う
な
は
っき
り
と

し
た
同
一性
と
い
う
形
、
特
に
旧
帝
大

な
ど
は
、
を
と
って
い
た
。
今
で
は
研

究
所も
ず
いぶ
ん
数
が
あ
る
ん
で
す
が

そ
のあ
たり
で
教
青
者
的
な
面
も
持
た

な
けれ
ば
いけ
な
い
ん
だ
が
マ
ス
プ
ロ

にな
っ
て
いる
ん
で
、
教
師
と
し
て
も

そ
れ
を
相
手
に
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い

う
す
る
こ
とが
で
き
な
い
、
ま
あ
与
え

ら
れ
た
も
の
を
いか
に
有
勉
に
生
か
す

か
と
い
う
の
も
一つ意
味
が
あ
る
ん
で

す
が
、
それ
では
現
在
の
体
制
側
の
合

理
的
な
大
学
の
再編
成
11近
代
化
と
い

う
も
の
に
何
の力
も
出
し
得
な
い
の
じ

ゃ
な
い
で
す
か。

元
木

大
学
間題
は
今
ま
で
解
決
さ
れ

な
か
っ
た
、
と
いう
こと
が
危
機
と
い

う
も
の
を
認
識し
て
いな
く
て
も
客
観

的
に
は
一つ
の
危
機
状
況
を
あ
ら
ゆ

る
意
味
で
、
研
罪
体制
や
、
産
学
共
同

な
ど
の
財
政
的
なも
のや
政
治
的
な
面

で
も
、
あ
る
一つ
の意
昧
に
集
中
し
て

は
ず
の
教
投
な
り
教
冒
と学
生
の交
流

を
可
能
に
す
る
も
の
も
保
翫さ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
塩
学
生
郎
長
をや
ら
れ
て

山
岡
先
生
な
ん
か
ど
う
思
われ
ま
し
た

か
。山

岡

制
度
委
を
設
け
て各
間
題
ご

と
に
再
門
委
員
会
を
置
き少
しつ
つは

例
え
は
、
総
曇
公
選
の
選挙
擢は
講
師

ま
で
拡
天
す
る
と
い
う
よ
う
に
[応は

働
い
て
い
る
と
思
い
ます
。ま
た
、
学

生
の
意
志
を
受
け
入
れ
て
ゆ
く
正
式
の

機
関
と
し
て
は
、
現
在
、
厚
生
施
設整

備
委
員
会
だ
け
レ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

元
木

こ
の
様
な
組
織
を
作
っ
て
い

・
と
い
う
の
竺

つ
の
方
法
じ
ゃ
な
ユ

で
す
か

田
中

そ
れ
に
っ
い
て
言
い
ま
す
と

こ
れ
か
笑
学
盟
を
前
向
き
に
蕩

て
ゆ
く
主
妥
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
や
はり

ど
う
し
て
も
学
生
に
な
る
と
思
う
ん
で

す
。
し
か
し
今
ま
で
は
、
学
生
の
方
に

そ
う
い
う
方
針
を
意
識
的
に
取
っ
て
き

た
と
は
言
え
な
い
。
最
近
で
は
、
レ
ポ

雷
ト
の
中
に
も
書
さ
ま
し
た
が
、
桶
力

意
織
ー

直
接
民
主
主
義
的感
覚
と
い

う
の
で
す
が
ー

の
基
盤
が
出
来
て
き

て
い
る
と
い
う
の
が
一っ
の
希
望
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
体
制側
の

方
法
ー
ブ
ル
ジ
ョア
型
梅
造
改
革
と

で
も
言
う
か
ー

に
対
し
て
ゲ
リ
ラ
的

な
方
法
で
は
あ
る
が
、
理
学
部
の
一邪

の
教
堅
な
ん
か
で
は
、
学
生
ま
で
含
め

て
教
室
の
璽
宮
を
や
って
い
る
。
大
学

で
い
う
と
名
天
な
ん
か
が
そ
う
い
う
の

が
多
いで
す
ね
。
そ
う
い
う
大
学
の
中

で
の
具
体
的
な
諸
問
題
か
ら
運
勤
を
汲

み
上
げ
て
い
く
と
い
う
の
が
、
こ
れ
か

ら
の方
向
で
し
ょう
。
そ
れ
が
な
い
か

ら
「た
て
ま
え
主
義
」
的
な
も
の
を
め

ぐ
って
行
動
す
る
。
上
か
ら
の
近
代
化

に
対
し
て
は
旧
制
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
で

対
抗し
よ
う
と
す
る
慶
昧
な
形
を
と
ら

ね
ばな
ら
な
い
.そ
う
いう
の
が
運
動

の
醐
味
でし
ょう
。

般
教
育
は
不
在
だ
つ
た

繰

大
学
院
ぐ
ら
い
だ
とま
だ
い
い

の
で
す
が
、
そ
れ
は
、
研
究
暫と
し
て

の
自
律
性
を
持
って
き
た
人
は
、ま
だ

そ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
み
た
いな
も

の
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
教
養
の学
生

あ
た
り
に
な
る
と
、
自
分
達
の
教
えら

れ
て
い
る
も
の
は
何
の
た
め
か
と
いう

と
、
単
位
を
取
る
た
め
と
い
う
こと
し

か
な
い
わ
け
で
す
。
特
に
既
成
の大
学

の
危
桟
的
状
況
と
貫
う
場
合
、設
魔
基

準
で
一般
教
養
が
経
視
さ
れ
て
いる
と

い
う
こ
と
で
す
。
僕
は
、
こ
れ
と少
し

違
うた
み
か
た
を
す
る
ん
です
が
、
軽

視
さ
れ
て
い
る
に
は
違
い
な
い
の
です

が
、
そ
の
前
に
、
果
し
て
一般
教養
な

ど
と
い
う
も
の
が
あ
う
た
か
と
いう
と

こ
れ
は
な
か
った
と
思
う
。
ど
う
いう

も
の
か
は
っき
り
し
な
い
実
体
は
あ
っ

た
と
い
う
に
す
ぎ
ん
の
で
す
。
一般
教

青
軽
視
の
固
題
は
、
時
に
基
礎
教
育
料

目
の
毅
廣
の
問
題
で
と
り
上
げ
て
い
る

理
科
系
の
場
合
基
礎
教
青
科
目
と
い

う
の
は
曹
か
ら
あ
った
ん
で
す
。
今
度

の
場
合
は
、
こ
れ
と
考
え
方
が
全
く
違

う
と
思
う
。
今
ま
で
の
基
礎
教
育
科
目

は
あ
く
ま
で
も
、
一般
教
養
と
し
て
あ

った
。
つま
り
、
根
底
に
な
る
こ
と
は

やら
なき
ゃ
いけ
な
い
。
だ
か
ら
こ
の

場含
は
「イ
ン
タ
ー
学
部
」
に
な
る
わ

け
です
。
と
こ
ろ
が
、
今
度
は
こ
れ
と

遮
っ
て謬
門
のた
め
な
ん
で
す
。
学
部

セ
ク
ト
・学
科
セ
ク
套
の考
え
方
か
ら

基
礎
教
育
科目
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ

は
決
定
的な
違
いで
す
、
こ
れ
は
、
大

学
の
目
的
制大
学
化
ー
総
合
大
学
で
は

な
く
て
、
専
門
大学
の集
合
体
と
い
わ

れ
る
ー
と
い
う
傾向
の中
で
、
編
成
さ

れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
様な
事
摘
で
、

一般
教
育
が
軽
視
され
て
いる
と
い
っ

て
も
ピ
ン
と
こ
な
いわ
け
で
す
。
学
生

の
方
で
は
、
ビ
ン
と
こな
いが
、
何
か

の
目
的
の
た
め
に
やら
れ
て
い
る
の
な

ら
そ
れ
で
い
い
で
はな
いか
と
い
う
風

な
ん
で
す
。

理
科
系
と
文
科系
では
大
分
遡
い
ま

す
が
、
理
科系
の
感じ
で
文
科
系
を
み

ま
す
と
、
法
学
部
の学
生
が
、
経
済
史

目
的
制
大
学
へ
の
危
険
性

の
基
本
的
な
こ
と
を
充
分
に
知
ら
な
い

で
教
獲
を
出
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
特

別
な
関
心
を
持
うて
い
る
か
、
た
ま
た

ま
、
そ
の
甜
義
を
受
け
る
場
合
以
外
は

高
校
の
あ
の
「検
定
済
み
」
の
あ
や
し

げ
な
教
科
書
で
教
わ
った
最
大
公
約
数

的
な
相
対
主
義
で
六
法
全
書
を
覚
え
て

私
は
社
会
科
学
を
専
攻
レ
兀
の
だ
と
い

が
擢
威
を
鉤
っ
て
いる
翼
返し
と
し
て

講
座
制
に
な
りた
いと
いう
欲
求
が
根

強
鴫

ま
た
一方
で
は
外
側
か
ら
の
近

代
化
と
し
て
の要
請
が
あ
り
ま
す
私
学

な
ど
の
産業
学
部
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
現
在
大
学が
お
か
れ
て
い
る
状
況
状

態
に
よ
り、
敦
獲
学
部
自
身
も
変
化
し

で
い
く
こ
とも
あ
り
得
る
ζ
と
で
す
が

う
。
そ
れ
で
は
、
困
る
と
い
う
の
で
出
'教
養
学部
で問
題
と
な
って
い
る
請
座

て
き
κ
の
が
本
釆
の
基
礎
教
育
科
目
の

あ
り
方
だ
と
思
う
の
で
す
。
つ
ま
り
あ

る
程
度
知
識
的
な
も
の
で
よ
い
か
ら
、

経
済
史
の
概
諭
み
た
い
な
ムあ
奪
窟

系
の
全
些蔀
生
に
課
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ぱ
、
分
ま
で
、
理
科
系
で
や
っ

て
き
に物
躍
や
、
数
掌
の
様
に
、あ
る

憲
味
で
一般
教
腎
と
絶
び
っ
い
て
い
る

わ
け
で
す
"

も
と
も
と
一般
教
胃
課
目
と
い
う
の

は
、
理
念
的
な
も
の
を
謂
じ
て
い
る
わ

け
で
す
。
基
礎
教
肴
科
目
と
い
う
の
は

ど
この
学
部
へ行
うて
も
馬
最
低
こ
れ

だ
け
は
必
要
と
い
う
意
味
で
の
基
礎
科

目
、
これ
が
新
制
大
学
の
筋
で
の
基
礎

科
目
だ
と
思
う
。
今
考
え
ら
れ
て
い
る

のは
単に
目
的
制
大
学
と
し
て
の
基
礎

科
目
で
す
。

山
岡
そ
う
いう
意
味
で
言
って
く
れ

れ
ば
い
い
のが
、
そ
こ
ま
で
い
って
な

い
で
す
ね
。

森

経
済
で
い
って
も
、
マル
経
へ
行

っ
た
人
は
、
マ
ル経
し
か
、
近
経
へ
行

っ
た
人
は
近
経
しか
わ
か
ら
な
い
と
い

う
の
は
、
少
し
おか
し
いん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
ん
です
。

元
木

か
な
り
研
究
の血
ん
だ
部
門
で

は
田
中
さ
ん
が
言
われ
た
よ
う
に
、
教

室
を
運
営
し
て
いく
う
え
で下
か
ら
の

改
誓
が
さ
れ
て
いく
可能
性は
あ
る
の

で
す
が
、
教
養
で
は
、見
通
し
が
つ
か

い
。
こ
こ
で
以
前
にも
問
題
と
な
った

ん
で
す
が
、
教
養
を
一学
部
と
し
て
の

教
養
学
部
の
般
置
なと
への
澹
慮
が
払

わ
れ
て
い
い
の
で
はな
いで
す
か
。

森

私
側
人
とし
ては
、
ど
う
と
も
言

え
ま
せ
ん
。
全
体
とし
て
いろ
い
ろ
の

問
題
が
あ
り
複
雑
な
ん
です
が
講
座
制

制
か
、学
科
制
か
と
い
う
こ
と
で
も
、

本
来な
ら
ば
、
学
科
制
で
あ
る
は
ず
な

の
に、
学
都
と
し
て
の
体
面
、
タ
テ
マ

エ
で講
座
制
を
採
用
し
て
い
る
が
、
こ

の
こ養

複
雑
な
一面
で
す
。
教
宮

自
身
に
し
て
も
後
で
分
科
し
て
い
く
学

生遺
に
そ
の
学
科
に
ふ
さ
わ
し
い
、
充

分
な
教
青
を
授
け
る
と
い
う
こ
と
も
現

在
の状
況
で
は
不
可
能
だ
し
、
学
生
の

場
合
も
、
教
猿
部
で
は
、
サ
ー
ク
ル
や

ク
ラ
ブな
ど
が
}番
一般
教
獲
の
代
行

を
し
て
いる
と
い
う
意
識
が
あ
って
も

そ
れ
ら
のこ
と
を
取
り
上
げ
て
、
大
学

の
機
携
へ要
求
し
て
活
用
す
る
こ
と
も

不
可
能な
わ
け
で
す
。

本来
は
で
き
る
は
ず
な
ん
で
す
が
、

皆
ニ
ヒリ
ス
テイ
ツ
ク
に
な
って
い
て

学
生
が
巻
き込
ん
で
く
れ
れ
ば
、
っ
い

て
行
こ
う
と
譜え
て
いる
。
し
か
し
掌

生
も
動
い
て
くれ
な
い。
そ
し
て
人

任
せ
の
状
態な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
も

教
養
部と
し
て
いろ
いろ
手
は
打
って

い
る
。
数
学
を
専門
と
関
係
な
く
教
え

る
こ
と
も
、
単
に学
部
の下
請
的
な
立

場
で
は
な
く
独
自
に、
現代
の
状
況
に

遡
合
す
る
教
養
と
し
て
の意
味
あ
いか

ら
教
え
る
よ
う
に
し
た
わけ
です
。
し

ダかし
こ
の
よ
う
に
近代
化
に適
合
す
る

こ
と
で
は
規
格
化
され
る
こと
が
多
い

そ
う
さ
れ
ず
に
、
そ
の雌
程
で
、
学
生

臼
身
に
も
.
教
師
に
も
、議
論
が行
わ

れ
て
、
新
し
い
教
胃
とし
て
の生
命
力

を
持
った
統
一的な
形
に
成し
て
い
く

■

の
が
理
想
な
ん
です
。

研
究
と
教
育
の
間
題で
す
け
れ
ど
も

こ
れ
も
、
研
究
は
教育
の
基
礎で
あ
る

と
い
う
孝
乳
方
だ
け
で
はな
く、
研
究

し
て
い
る
こ
と
が
教
育
に
い
か
に結
び

つ
い
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に自
覚
的

に
な
る
べ
き
で
し
ょ
う
。ま
た
、
そ
う

し
た
結
合
の
中
にお
け
る研
究
そ
れ
自

身
も
民
主
的
な
体
制
にな
る
べき
で
す

古
い
訓
座
制
の
欠
陥
を
正
し
、
近代

化
に
通
応
し
て
い
く
の
が
い
い
ので
す

が
そ
こ
に
も
限界
があ
り
、
ニヒ
リ
ズ

ム
と
近
代
化
と
が安
易
に
結
び
っき
、

理
科
系
一般
にみ
ら
れ
る
ので
す
が
、

陽
の
当ら
な
い学
部
が
、
東
南
ア
ジ
ア

ル化する大学人
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セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
学
科
の
体
制を
編

成
し
て
い
った
り
す
る
こ
と
も
あり
楽

す
。
そ
こ
で
も
学
科
や
大
学
の
畑
根
が

取
り
除
か
れ
る
利
嶽
も
あ
り
ま
す
が
。

山
岡

研
究
と
教
育
の
問
題は
非
禍

に
重
要
な
の
で
君
い
ま
す
と
、今
見
ま

わ
し
て
み
る
に
こ
の
間
題
の
循
環が
う

ま
く
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が多
い
。そ

こ
で
現
在
の
状
況
で
は
一方
に徹
底
す

る
こ
と
し
か
手
が
な
い
。
そ
れ
では
教

胃
は
か
り
や
る
と
「教
え
家
」
に
堕し

て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
の
で

す
が、
こ
れ
も
マス
プ
ロ
と
非
常
に
関

係
が
あ
る
ん
で
ね
。
そ
の
状
態
で
も
僕

等
が
支
え
て
い
く
も
の
だ
が
、
京
大
に

限
ら
れ
た
問
題
で
は
な
い
で
す
ね
。

森

そ
の
こ
と
は
、
学
生
の
場
合
に

お
け
る
「般
教
養
と
専
門
と
の
聞
の
関

係
に
似
て
い
ま
す
ね
。
学
生
が
、
一般

課 助 敦 授

 

教
養
の
窓
昧
に
つ
い
て
孝
汽
る
の
は
卒

論
の
時
に
な
っ
て
始
め
て
経
済
と
か
哲

学
が
必
要
だ
と
あ
わ
て
る
。
今
の
教

養
は
旧
制
高
校
の
残
り
が
あ
っ
て、
視

野
を
拡
げ
た
中
で
自
分
の
や
る
こ
とを

位
置
づ
け
る
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は

研
究
者
に
も
あ
っ
て
、
現
在
科
掌
的な

総
合
枡
究
が
必
要
に
な
っ
い
て
、
こ
こ

で
チ
ー
ム
・プ
レ
ー
が
必
要
と
され
る

わ
け
で
す
が
、
研
究
者
と
し
ては
、
タ

コ
蠣
的
な
所
で
の
研
究
の
方
が
、キ
ャ

リ
ア
と
し
て
重
視
さ
れ
る
と
い
う
ので

そ
れ
が
再
拶
兀さ
れ
な
い
。

山
岡

そ
れ
は
財
政
と
深
い
関係
が

あ
る
。
研
究
の
方
へ
科
掌
技
術
の
金
が

回
さ
れ
な
い
と
金
の
あ
る
方
へ
動
い
て

い
く
の
は
い
た
し
か
た
な
い
で
す
ね
。

編
集
部

産
学
共
同
に
お
け
る
企
榮

に
屈
伏
す
る
場
合
は
危
険
で
す
ね
。

山
岡

私
は
京
大
の
場
合
ま
だ
ま
だ

そ
の
点
で
は
信
頼
を
置
い
て
い
ま
す
。

特
に
大
学
の
弱
い
と
こ
ろ
か
ら
崩れ
て

い
く
傾
向
が
強
い
で
す
ね
。

綴
集
部

だ
か
ら
、
あ
る
程
度
で
す

ね
、
京
大
が
の
れ
ん
意
誠
と
い
う
も
の

を
持
って
い
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が

権
厩
を
傑
って
い
る
と
爵
わ
れ
る
な
ら

ぱ
、
他
大
学
も
必
ず
そ
れ
以
上
の
こ
と

を
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
余
計
に

危
機
の
払
大
再
生
産
が
行
わ
れ
る
。
そ

う
いう
の
は
や
は
り
大
学
人
の
視
野
の

狭
さ
と
い
う
も
の
か
ら
き
て
い
る
と
思

いま
す
が
。

山
岡

こ
れ
は
も
っと
詣
し
合
っ
た

上
で
総
台
的
に
話
兀な
い
と
だ
め
で
す

ね
。田

中

ま
あ
そ
う
い
った
機
会
、
突

破
口と
いう
も
の
を
い
ろ
い
ろ
な
方
園

で造
り
出
し
て
い
く
の
が
重
要
だ
と
思

いま
す
ね
。
七
う
い
った
も
の
を
京
大

新
聞
が
つ
曳る
と
か
、
例
は
森
先
生
な

ん
か
教
讃
の
先
生
の聞
で
何
か
や
って

お
ら
れ
る
ん
でし
ょう
。
研
究
会
の
よ

う
な
も
のを
です
ね

森

まあ
、や
ろ
う
と
し
て
い
る
ん

で
す
け
ど、
な
か
な
か
味
方
が
結
集
し

な
い
ん
で
ね。

山
岡

つま
り
資
本
王義
の
最
も
決

定
的
な
時期
にき
て
い
る
と
君
え
る
ん

で
す
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
ず大
不

況
と
い
った
こ
と
に
陥
い
っ
て
いる
川

だ
か
ら
危
機
と
い
う
もの
は
これ
か
ら

増
々
教
脅
面
で
も
出
て
く
る
。厚
生政

策
そ
の
他
で
、
軍
禰科
学
が
相
当
の
ウ

ェイ
ト
を
占
め
る
よう
にな
って
く
る

と
思
い
ま
す
ね
。
ま
あ
昭
和
四十
五
年

の
段
階
に
入
って
い
くわ
けで
す
ね。

纏
集
部

今
日
は
本
当
に
一般
的
な

問
題
を
表
相
的
な
討
論
し
か
で
き
な
か

った
ん
で
す
が
、
今
後
、
段
々
貝
体
的

な
的
を
追
求
し
て
い
く
中
で
総
体
と
し

て
の
大
掌
像
を
浮
彫
り
に
し
た
い
と
思

いま
す
。
ま
あ
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョン

の
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
日
は
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
祭
の
言
葉
達

言
業
は
、
そ
れ
自
身
で
は
、
意
味
の

半
分
を
も
示
さ
な
い
。

だ
れ
が
、
だ
れ
に
発
し
て
い
る
か
ー

と
いう
閲
係
の
中
で
の
み
、
そ
の
言
薬

の
貰
の
意
味
が
把
握
さ
れ
る
。
君
葉
が

そ
も
そ
も
、
関
係
の
摂
介
物
で
あ
る
以

上
、
こ
れ
は
、
当
然
の
こ
と
だ
。

さ
て
、
今
後
の
H
月
祭
は
、
民
肖
統

一派
に
よ
って
指
導
さ
れ
て
い
る
。
「

新
し
い歴
史
は
ぽ
く
ら
の
手
で
」
と
い

う
テ
ー
マが
出
さ
れ
そ
の
サ
プ
テ
ー
マ

爺
鰐
疑
韓
藻
2

と
も
に
前
薩
し
よ
う
」
と
い
う
呼
び
か

け
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

え蘇

謄
雛

"鍵

う
。〃頁実

を求
め
よ
う
"
と
思
つ。

そ
し
て
〃共
に
前
進
ー
い
や
だ
/
僕

ら
は
、
御
免だ
/
い
や
少
く
と
も
僕

は
、
御
免だ
/

僕
は
〃わだ
つみ
の
戸を
く
り
返
し

た
く
な
い
"し
か
し
、
戦
争
を
貿
美
し

た
の
は
だ
れだ
。

柳
田
謙
十
郎
よ
、
民肖
統
一派
に
批

さ
れ
る
最
商
の
人
民
倫理
哲
学
者
よ
。

"八
紘
一宇
"
の
哲学
者
、
日
本
フ
ー

シ
ズ
ム
の
急
先
騒
者よ
。そ
し
て
戦
後

の
「社
会
主
義
」
者
よ
。

、
壷
井
繁
治
よ
。
民
主
的
許
人よ
。民

青
文
化
の
耐
い
手
の
一人
よ
。
はた
ま

た
、
か
つ
て
の
戦
争
焚
美
誌
人
よ
。

雲
流
る
る
果
て
に
消
え
て
い
っ
た
撲

ら
の
先
盟
は
こ
れ
ら
「血
ル
的
文
化
人
」

に
何
を
思
う
だ
ろ
う
。

宮
川
実
子
、
最
商
の
マ
ル
ク
ス
経
済

原

学
者
よ
。
戦
後
、覚
は
、
丑
た
び
の
大

餐

を
鍾

・た
・そ
し
て
髪

た
窪

真
理
も
、
五
た
び
、変
貌
し
た
。

希
望
の
墨
、
野坂
参
三、
最
高
の
指

導
者よ
。
毛
沢東
主
薯
者
、
フ
ル
シ
チ

ョフ
批判
者
よ
。
いや
、
今
迄
の
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
主
義
者、
スタ
ー
リ
ン
枇
判

者
よ
。
い
や
い
やか
つて
の
ス
タ
ー
リ

ン
心
酔
者
よ
。
ー

この
佛
犬
な
る
カ

メ
レ
オ
ン
。
い
や、
君
子
は
ひ
ょう
変

す
る
?
そ
う
だ
。統
一派
の
諸
君
。
夏

実
を
求
め
よ
う
。そ
し
て
、
僕
の
知
っ

て
い
乙
貝
笑
は、
こ
の
よ
う
な
も
の
な
帰

の
だ
。

統
[派
の
譜
君
。僕
は
、
忘
れ
て
い

な
い
。
か
っ
て
諸
君は
、
ガ
ガ
ーリ
ン

を
歓
迎
し
、
ソ
巡
を
黄美
し
て
いた
。

し
か
し
、
今
は
、人
類
籾
の
女
性
宇
窟
一

飛
行
士
テ
・
シ
コ
ワ
の関
西
旅
蔓

も
、
一べ
っ
だ
に
しな
い
のは
ど
う
し

た
こ
と
か
。
あ
の
「宇
宙展
」
のも
っ

と
も
ら
し
い
含
巣
は
ど
こ
へ
い
った
。

い
や
い
や
、
こ
ん
な
チ
ソボ
ケ
な
こと

は
ど
う
で
も
よ
い
。
そ
れ
より
も
、党

の
決
定
が
か
わ
る
毎
に
、
諸
君
の
翼
理

の
決
定
が
変
わ
って
き
た
こ
と
だ
け

は
、
絶
対
に
忘
れ
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
僕
は
な
ぜ
、
彼
ら
の
内

笑
を
か
き
わ
け
よ
う
と
す
る
の
か
.
そ

れ
は
、
国
顕に
世
い
た
通
り
だ
。
書
葉

は
、
そ
の
発
言
省
と
の
関
連
に
お
い
て

禰
解
さ
れ
ね
は
弩
な
い
か
ら
羨

占す
れは
、
彼
ら
が
「
ぼ
く
ら
の
手

で
」と
いう
と
き
、
そ
れ
は
自
己
指
摘

な
の
てあ
り
、
自
分
達
(民
肖
)
や
例

の
進
歩
的人
士
を
「ぼ
く
ら
」
の
中
核

.で
あ
る
とし
て
いる
の
で
あ
る
。
そ
し

浩

之

・て
僕
は
そ
の
「ぽ
く
ら
」
へ
の
呼
びか

け
を
う
け
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
僕
は
、
彼
ら
の
〃箕
実
を
求
め
"

た
。僕

は
〃と
も
に
前
進
す
る
'
こ
とを

拒
否
す
る
こ
と
に
し
た
。
愚
鈍
な
僕
ら

は
、
到
底
、
君
子
た
ち
に
は
、
っ
い
て

いけ
な
いか
ら
だ
。
い
や
、
は
っき
り

いお
う
、
奴
ら
嶺

の
饅
売
婦
ど
も
と

ど
う
し
て
僕
ら
は
、
共
に
闘
い
の
ス
ク

ラ
ムを
組
み
え
よ
う
。
カ
メ
レ
ォ
ン

は
、
状況
に
噸
55
で
き
て
も
、
状
滉
を

変革
しえ
な
い。

し
かも
、
こ
の座
発
婦
と
も
の
呼
び

か
け
の
イヤ
ラ
シ
サ
と
い
った
ら
、
あ

った
も
の
では
な
い。

11
月
祭
事務
局
長松
水
は
いう
。

「僕
述
は
生ま
れ
てか
ら
、
受
険
勉
強

に
坦
い
ま
く
ら
れ
バ
ラ
バラ
に
さ
れ
て

き
た
の
で
す
「
「だ
か
ら
こそ
、
今
年

躍進をつづける

テミンク貰

品質 の嗣 ンソロ営業 品目
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それに応えるべくくデンソ
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、

災火上

は
〃とも
に
汐
と
いう
こと
を
強
調
し

た
か
っ
た
の
です
」
(京
大
新
聞
・10

月
18
日号
)

い
や
は
や
、
これ
で
「学
友
鰭
君
」

が
な
び
く
と
で
も
思
って
い
る
ら
し

い
。た

し
か
に
、
僕ら
は
、周
囲
か
ら
勉

強
を
し
い
ら
れ
て
き
た
。
だが
、
そ
れ

で
自
分
違
の
過
去
を
美
化
し
ては
な
ら

な
い
。
美
し
い
受
難
の
匝史
にし
て
は

な
ら
な
い
。

僕
ら
は
、
ネ
ラ
ソ
て
いた
の
だ。
京

大
生
と
い
う
「特
擢
」
を
得る
た
め
に

が
ん
は
っ
て
きた
の
だ
。そ
し
て
首
尾

よ
く
、
エ
リ
ー
ト
にな
れ
えた
と
い
う

次
第
な
の
で
あ
る
。

♂

「新
し
い
歴史
」は
、
人
民
の
歴
史
だ

京
都
〈
帝大
〉
の
学‡
さん
が
、
「新

し
い
歴史
」を
作
れ
る
だ
な
ん
で
、
フ

ザ
ケ
チ
ャイ
ケ
ナ
イ
。

僕
らは
、
僕
ら
の
過
去お
よ
び
現
在

を
杏
定し
た
とき
、
は
じ
め
て
「新
し

い
歴史
」
へ
のか
か
わ
り
あ
いを
も
っ

こ
と
が
出来
る
のだ
。僕
は
、
自
己
週

求も
な
し
に、
進
歩
ぶ
る
奴
は
、
大
き

ら
いだ
。ど
う
せそ
ん
な
奴
は
いつ
れ

転縫

嚢

露

麟
ゆさL

ら
ね
ばな
ら
な
い。
そ
し
て
互
に
徹
鳳

的
に
廻
及
しあ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

縫
陣塞
縛
、箔
融
麩

る
」
こ
と
が出
来
よ
う
。

民
再
統
一派
の
諸君
。

そ
の
い
やら
し
い
呼び
か
け
を
め
め

給
λ
。
全
く
聞
い
て
い
る方
が
恥
か
し

い
。松

氷
君
よ
、
「n
月祭
への
ア
ジ
テ

ー
シ
ョ
ン
」
だ
なん
てシ
ャレ
タ
っ
も

り
で
お
る
ら
し
い
が、
馬
麗さ
加
顔
も

ほ
ど
ほ
ど
に
し
た
ま
え
。

〃と
も
に
考
え
、前
進
しよ
う
"と

い
え
は
、
こ
れ
で
僕
ら
を
アジ
った
つ

も
り
で
お
る
ら
し
い
。
「僕た
ち
の明

る
く
莫
し
い
未
来
」
は
僕
ら
の
内な
る

】切
の
汚
物
を
谷
赦
な
く
あ
ぱき
出
さ

寵
籠
龍
魂
齢
劔題

な
か
れ
。

い
や
、
そ
れ
と
も
や
は
り
、
浬売
婦

は
浬
売
婦
か
。
こ
び
る
こ
と
し
か
知ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

(前
同
学
会
委
員
長
経
四
回
生
)

海
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猟齢鰯肉富鎗1262号

瀟 今
か
ら
+
年
前

蟹
麿
は
「ド
イソ

金
融
賃
本
辱
吏

論
」
を
公
刊
し
て

ド
イ
ツ
に
お
ける

金
融
質
本
の
成
立

過
程
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
が
、
本
書

は
、
そ
の
主
題を

ヨリ
一層
ふ
瓜
く
、
ま
た
広
く
掘り
下

さ
れ
、
最
後
に
第
三
郎
で
は
、

げ
る
こ
と
に
よ
って
、
そ
の
成
立過
穆

が
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
再
生
産
纏
恩の

う
ち
に
、
ど
の
よ
う
に
位
置
す
るか
を

案

に
妻

た
も
の
であ

る
塾
そ
の
こ
と
は
馬㍗
イ
ツ
金
融資
本

の
支
妃
の
歴
史
的
観
定
性
そ
間う
こと

に
よ
うて
、
帝
制
ド
イ
ツ
(ビ
ス
マル

ク
体
制
)
の
社
会
梅
成そ
の
も
の
の騰
.

史
的
規
窟
性
を
明
ら
か
に
す
る
こと
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
,

薯

ほ
、
こ
の
+
街

き
わめ
て

糟
力
的
に
右
の
テ
ー
マ
を
遣
究
して
こ

ら
れ
た
.
そ
の
成
果
で
あ
る
十
三篇
の

齢
文
が
杢
暦
の
な
か
で
、
各
す々
玉
な

か
ら
ぬ
加
翠
と
禰
正
を
ほ
ど
こさ
れ

て
、
三
螂
に
分
獺
さ
れ
て
い
る
.
第
一

部
は
「蘇

壷鑑
分
析
」
と
嬰
具

主
と
し
て
ド
イ
ツ
醒
集
革
命
の
基
齢
蔵

粟
で
あ
った
製
鉄
集
の
発
逮
を
、資
本

な
い
し
経
営
者
の
側
か
ら
分
析
す
る
ζ

と
に
献
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
第
二

部
で
は
「労
働
閾
係
分
析
」
とし
て、

機
械
↑棄
と
石
炭
鉱
業
を
対
象
と
し

て
、
そ
こ
に
お
け
る
労
働
関
係
が分
析

「政
策

分
析
」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
主
義と

財
政
・経
済
政
策
と
の
醐
連
、
およ
び

ド
イ
ツ
に
お
け
る
帝
国
主
義
論
の
展開

が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
それ
に
「危

樵
の
社
会
的
基
盤
」
と
題
す
る
序胎
が

つ
け
加
わ
って
、
総
計
四
四
九
ペ
ージ

を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

世
界
で
最
も
阜
く
産
粟
革命
を
遂行

す
る
こ
と
に
よ
って
獲
得
し
たイ
ギ
リ

ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
イ
ギ

リ
ス
にた
いす
る
新
し
い
挑
敏
書
と
し

て
鯉
場
し
て
く
る
.
本
書
の
記
述
は
、

こ
ζか
ら
始
ま
る
。

新
ド
イ
ソ
帝
国
の
鷺
股
は
ま
さ
に
一

八七
一年
、
こ
の
ビ
ス
マ
ル
ク
帝
国
の

な
か
で
、
エル
ベ
河
を
塊
と
し
て
、
ユ

ン
カ
ー
経
営
が
蠕
園
す
る
藁
エ
ル
ベ

と
、
桟
械
制
大
工
粟
が
蹴
進
す
る
凶
工

か
ら
西
エ
ル
ベ
への
大
量
の
顧
助
で
あ

う
た
.レ
兀が
って
、
累
エル
ベ
の
ユ

ン
カ
ー
経営
は
頑
強
に
継
網
さ
れ
ね
ば

な
らず
、
そ
の
こ
と
が
、
ビ
ス
マル
ク

密
國
にお
け
る
ユン
カ
町
階
級
の
糧
力

的
地
位を
支え
て
い
た
の
で
あ
る
げ

れ
て
い
う
た
が
、
そ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス

の
「響
癒
独
占
」
も
ま
た
、
一九
世

紀
末
業
に
は
世
界
的規
模
に
わた
って

勧巌
に
儀ら
さ
れ
は
じ
め
る
。と
りわ

け
猶
雷
ド
イ
ツ
が
4
傭蟹

を
お
し

ず
す
ぬる
に
い
た
り英
独
関係
の禁
彊

そ
し
て
ザ
さ
ら
に
そ
の
こ
ど
が
雪
ま
、は
癒
し
が
た
い
も
の
と
なり
、
やが
て

た
、ド
イツ
の
国
悶
市
場
の
狭
小
さ
や

第
一次
瞥
芙
戦
へ
と突
き
進ん
で
い

保
護
関税
収策
を
必
至
化
す
る
と
と
も

く
.
本
書
の
記
述
は
、
ほ
ぽ
こ
の辺
で

ド
イ
ッ
近
代
史
の
必
読
書

ビ
ス
マ
ル
ク
帝
国
を
克
明
に
分
析

ル
ベ
と
の
、
二
つ
の
異
質
的
な
対
立す

る
社
会
栂
償
が
「上
か
ら
」
強
力
的
に

ス
の
「世
界
の
工
場
」
と
し
て
の独
占
、
欝
・かさ
れ
て
い
～

西
エ
ル
ベ
の
工
薬

つ

的
な
地
位
が
、
や
が
て
一八
七〇
年
代

に
お
け
る
質
銀
水
準
を
引
き
下
げ
る
こ

に
は
じ
ま
る
「大
不
説
」
期を
通
じ
て

と
に
よ
って
、
ド
イ
ッ
貸
本
主
義
の
急

ゆ
ら
冒
は
じめ
る
と
岡
時
に
イ
ギ
リ

速
な
発
嵌
を
可
能
に
した
も
の
は
、
劣

ス
よ
り
ほ
ぼ
半
世
紀
お
く
れ
て躍
粟
革

憂
簑

■条
件
の
下
に
あ
ご

ユ
ン
カ

命
を
遂
行
し
、
劃
酌
な
鳳
進
を
と
げた

1
経
嘗
の
農
粟
労
働
者
の
、
棄
工
ル
ベ

r
飯

沼

に
「大
不
況
」
を
畏
り
切
って
先
蓮
国

イ
ギ
リ
ス
を
裡
威
す
る
ま
で
に
、
西
エ

ル
ベに
皐
熟
的
に
独
占
資
本
の
巨
姿
を

鎌
立
ぜ
し
め
る
こ
と
に
も
な
った
の
で

あ
る
。

ζ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
、
イ
ギ

リ
スは
「工
業
独
占
」
の
崩
襲
に
と
も

な
い
「纏
民
地
独
占
」
へ
と
押
し
出
さ

一
一

郎

終
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
こ
の
・窪
な
ビ
ス
マル
ク

帝
国
の
社
会
構
成を
契証
的
。旦
葎
的

に
克
明
に
分
析
し
たも
の
であ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、さ
ら
に蟹
者
の今
後
の

陳
題で
あ
るナ
チ
ス体
制
への
展
磁
を

も
明
陳
に
示
し
て
いる
。今
後
、
ド
イ

ツ
近
代
史
を学
ぷ
もの
に
と
って
、
本

書
は
必
競
の
文
献
と
な
る
で
あ
ろ
う
.

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
労
作
を
公
刊
さ
れ

た
大
野
氏
に
、
大
い
に
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

次
に
二
・三
の
園
窯
を
揃
揃
レ
て

お
き
た
い
。
本
書
は
、
も
っ
は
ら
ビ
ス

マル
ク
帝
国
そ
の
も
の
の
社
会
構
成
を

明
ら
か
に
ず
る
こ
と
に
重
斑
が
お
か
れ

て
い
る
た
め
、
ビ
ス
マ
ル
ク
帝
国
の
成

立
過
糎
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
か
な
ら

ず
レ
も
充
分
で
は
な
い
。
い
っ
た
い
、

ド
イ
ツ
に
は
、
ブ
ル
ジ
ョア
革
命
は
あ

った
の
か
、
な
か
った
の
か
。
もし
、

あ
った
と
す
れ
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
ぜ
ビ
ス
マ
ル
ク
帝
国
の
よ
う

な
も
の
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
。こ

の
こ
と
は
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
資
本
の
不
源
的
蟹
梗
過
程
を
、
ど

の
よ
う
に
拙
え
る
か
と
い
う
澗
題
で
も

あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
ど
ス
マ
ル
ク
帝
国

の
下
に
お
い
て
は
、
大
野
氏
の
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
東
エ
ル
ペ
の
労
働
と霞
エ

ル
ベの
資
本
と
が
紬
合
す
る
こ
と
に
よ

って
、
ド
イ
ツ
資
本
主
緩
は
急
迷
に
発

展
し
た
か
も
知
れ
な
い
.し
か
し
、
そ

れ
な
ら
は
、
な
ぜ、
一九
世
紀
中
慣

に
、
ド
イ
ツ
費
本
笙義
の
基
幹
産
塞
で

あ
る
製
鉄
業
の
中
心
が
、
東
エル
ペ

(オ
ー
ベ
ル
・シ
ュレ
ー
ジ
ェン
)
か

ら
西
エ
ル
ベ
(ラ
イ
ン
・ヴ
ェス
セ
7

ア
ー
レ
ン
)
移助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
のか
。

こ
の
こと
は
、
資
本
王編
と
い
う
も

の
は
、た
だ
単に
絶
対
主
義
の
「上
弼

ら
」
の
保覆
冒晟
政
策
の
み
に
ょ
って

は
成
立
せず
、
そ
れ
と
周
時
に
ま
た
、

か
なら
ず
「下
から
」
の
ブ
ル
ジ
ョア

的
発
展を
も
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。本

轡
は、
ビ
ス
マル
ク
帝
国
の
社
会

構成
の半
封
建
的
な
面
を
強
調
す
る
あ

ま
り
、
そ
の近
代
的
な
圃
を
允
分
に
辞

価
し
て
いな
い。
だ
か
ら
、
ビ
ス
マル

ク
帝
国
の社
会
構
成
の
崩
鰻
を
招
米
し

た十
一月革
働を
必
然
化
し
た
国
内
的

興
因
が
、
充分
に
明
ら
かに
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思わ
れ
る
q
(A
5
判
、

四
九
五
ペ
ージ
、
一八
〇
〇
円
、
末
来

社
刊
)
(京大
人文
研
助
敦
殻
)

±
月
藁

い秋
の
書

天
の
飴箱
恋
笙
轄筥
分
お
饅
U

」な
が
ら
歩
いて
いる
.
冷
え
切
った
秋

の
圓
射
レ
が彼
の
孤
独
な
国
を
色
員
く

隅
ど
る
.
この
男
は幼
い
頃
か
ら
す
で

に
徹
駈
的
に人
聞
に
な
華

槽
愛

な
どは
鼻
の
先
で
笑
って
来
た
と
い

う
.駈
って
お
く
が
こ
の
男
は
僕
では

ノ

な
い.
儀
の
影
で
あ
鷺

も
しが
した

舞

昇
だ
.
彼
墨
恐
憂

く

も
っと
泥
く
さ
い
愚
憩
を
傾
け
て
い

る
.
み
な
さ
ん
、
彼
の
独
話
を
しぽ
ら

く
そ
っと
聞
こ
う
で
は
な
い
か
。

俺
は
藁

で
死
ん
だ
堆
夫
作

君
の
、
鰯
ま
U
い
絶
暉
を
何
馨
9心
の

中
で
繰
返
す
。

「断
絶
を
知
て
レ
ま
い
し
わ
たく
し

゜
に
出
逓
は
す
で
に
告
げ
られ
て
いる
」

γあ
實
粟
を
括
め
る
た
び
に
擁
響

窪

り
つ
く
よ
う
だ
。爆
上君
が

安
保
蘭
争
の
禍
中
に
あ
うた
時
、侮
は

努
の
幼
い
亜
笙
に
す
豪

つ

た
.
舎は
い
く
ば
く
か
の成
蕪
が
、
肉

体
を
喪
っ
た
彼
の
哀レ
みを
お
しえ

る
.
閣
じ
年
代
の
膏年
とし
て
名
状
し

が
元
い
怒
り
と
悲
し
み
にふ
る
える
.

彼
の
ζ
と
を
想
う
た
ぴ
罷
は
桝
警
を

誓
う
.
何
に
対
し
てだ
。そ
れ
は
鴛
え

な
い
.
言
え
る
も
のか
。

道
端
の
犬
さ
え
も
ねた
ま
し
か
った
頃

俺
は
不
異
に
なり
た
いと
心
鷹
思
い

つ
め
て
い
た
.
死
書
の冷
や
やか
な
擬

吻
に
ぞ
っ
とす
る汗
を
流
し
て
き
窺
。

そ
ん濠
儒
が
今
こ
こに
す
べて
を
跨
さ

れ
て
い
る
。僑
の青
審
のさ
び
し
い
凱

歌
だ
・
ニ
イ
チ
ェが
言
っ北
.
「神
は

死
ん
だ
。
す
べ
ては
貯
さ
れて
いる
。

」.そ
の適
り
だ
。
ζれ
ζ
そ
が
近
代
思

想
の
原
点だ
の
だ。
俺
も
よう
や
く
納

得
し
た
。

億
は
人
岡
の基
廃
の
膨
を
衡
き
、
人

閥
が何
も
の
でも
な
い
と
い
う
礪
鱈
を

つ
か
ん
だ時
か
ら
は
じ
め
て
人
閥
に
冨

執す
る
心
が
沸
き
は
垢じめ
た
ら
レ
い
、

不
思議
な
糟
禅
の
働
き
だ
。
こ
の
遡
説

は
儒
の
力
を
超
え
て
い
た
。
俺
は
新
し

い地
平
を
発
見
し
拡
大
し
て
い
っ
疋
.

俺
に
は
ヒ
ュー
モ
ア
と
い
う
緻
味
がは

じ
めて
理
解
で
き
に
と
思
った
。美
は

非
槽
の
極
北
に
鴫
る
。
そ
し
て俺
に
は

㊨

現
琴
§

笑
え
な
い
.

万
制
の
主
体
は人
闘な
の
だ
か
ら
人

岡
が
自
己
を
解
決亥
遙
扮
時
閥
の
憲

味
だ
。
そ
れ
だ
圖の
こと
だ
.
僑
は
若

き
日
の
ト
ー
マ
ス
・
マン
と
共
に
つ
ぶ

や
ζ
う
.
「た
うた
こ
れ
だ
け
で
す

か
/
」
末
悉
鳳す
べて
お
ま
え
て
意
志

と
槽器
で
霧

零
お
前
は
弁
鰐

する
ζ
とを
許さ
れ
な
い。
自
分
の
孤

心

それは超え得辺逆説だ

醒

巖

 

喰
ま
れ
て
晃

ζ
と
か
。間
題は
泣
く

に
と
に
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん窟
日

分
の
悔
い
、
嫌
悪
、
絶
廼を
ど
ん
な
積

極
的
な
生
き
る
原
穆
匹転
ずる
こと
が

で
き
る
か
否
か
に
か協
っ
て
いる
.
つ

ま
リ
マ
イ
アス
の
エネ
ル
ギ
ーを
いか

に
ブ
ラ
ス
の
方
向
に
寓
生
躍
する
かの

間
嵐
だ
。
人
聞
に
可
能な
方
法
は
こ
れ

だ
け
だ
.
そ
の
契
檎
は自
分
の
欲
盟
と

飢
餓
の
質
畳に
の
みあ
る
ζと
も臼
明

だ
.
あ
る
が
ま
ま
の
現
峯

そ

れ
を
条
件
と
し
て自
分
の
再
生
の
可
舵

性
に
購
け
る
の
だ
.ど
ζ
まで
硯
笑
か

ら
自
由
に
な
り
うる
か
。
ζ
れが
行
動

者
の
精
神だ
。
疎外
と
いう
便
利
な
君

葉
を
使
っ
て
雅
にも
解
る
雛
理
を
与
え

よ
う
。「現

笑
は疎
外
さ
れ
た
場
で
あ
る
か

ら
こそ
疎
外を
解
決
す
る
場
で
あ
る
の

だ
」そ

の
方法
は
各

の々
人
聞
が
生
活
と

行
助
の
中で
具
体
的
に
試
み
る
よ
り
ほ

か
はな
い
。人

は々
も
っと
人
生
に
対

し
て負
欲
で
あ
る
べ
き
だ
し
、
不
逞
な

野
心
を抱
く
べき
な
の
だ
.
そ
れ
が
出

来
な
いの
は
社
会
の
秩
序
と
遭
糖
に
対
}

し
て羊
の
よ
う
に
従
順
だ
か
ら
だ
.
社

会
は
捉と
条
件
で
あ
る
か
ら
強
く
自
己

を
主
蝿
す
る
書
は
制
戴
さ
れ
る
.
だ
が

自
分
の
欲
磁
と
儒
理
を
大
切
な
も
の
だ

と
自
覚
し
て
い
る
人
聞
は
冷
静
に
深
く

現
爽
の中
に
の
め
り
込
む
こ
と
が
で
き

る
.
精
神
は
鮮
か
な
生
彩
を
帯
ぴ
る
。

思
想
は
行
勤
的
自
我
の
遣
求
と
社
会
的

抵
抗
と
の
闘
争
が
主
嵐
だ
.
そ
れ
こそ

コ
つ

が
歪
切の
思
想
と
生
活
と
の
闘
いじ
ゃ

な
い
か
。
エ
ゴ
を
削
面
に
押
し
出
して

現
築
と
闘
わ
る
.
俺
は
い
か
な
る
「名

分
」
も
提
げ
な
い
し庵
の
生
き
万が
商

尚
だ
と
は
少
し
も
思
り
な
い
。
他者
へ

の
蛋
仕
の
た
め
に
生
きる
賓
もあ
る
。

「襲
.゚:

雲

量゚
」

ヨのコ
ヨ
りヨ
リ

叩
き

}

r
°°…
し

や
社
会
の
せ
い
に
し
な
い
で
自
分
の
歪

み
だ
と
直
視
す
る
ζ
と
が
で
き
る
だ
け

だ
.
だ
か
ら
俺
の
あ
ら
ゆ
る
欲
望弔
飢

餓
を
慮
分
自
身
の
上
に
打
ち
つ
け
、
行

動
に
駆
り
た
て
る
ほ
か
は
な
い
と
心
得

て
い
る
。
自
分
を
賀
め
、
自
分
を
裁
く

ζ
と
の
で
き
る
の
は
目
分
だ
け
だ
か
ら

な
。
介
の
俺
の
為
す
べ
き
こ
とほ
、
こ

う
い
う
自
分
の
主
体
性
を
強
め
発
青
さ

せ
、
現
冥
的
に
い
か
に
生
き
る
か
の
方

法
齢
を
深
め
る
こ
と
な
の
だ
。
俺
は
今

さ
ら
「国
象
独
占
↑
に
泣
き
ご
と
を
君

う
ほ
ど
無
邪
気
で
は
な
い
。

だ
か
ら
儒
が
一番
愚罪
し
て
や
まな

い
の
は
「国
家
独
占
」
の
強
力を
引
き

合
い
に
出
し
て
自
分
の
生
活
的
、糟
神

的
貧
困
を
是
認
す
る
奴ら
だ
。
これ
は

不
幸
に
も
左
翼
の
学
生
に
多
いよ
う

だ
。
自
分
の
欲
認
や飢
餓を
生
活の
中

で
解
放
す
る
こと
が第
一義
の
閻題
で

あ
る
べ
き
であ
る
の
に、
自
分
を
独
占

社
会
の
傭
況
に
とら
われ
た
裕
れ
な
被

轡
者
だ
と
思
い込
ん
で
そ
こ
か
ら
一歩

も
出
よ
う
と
しな
い。
自
分
の
郵
レさ

に
し
が
み
つき
、
や
に
さ
が
った
上
で

グ
ロ
テ
スク
と
いう
ほ
か
な
いが
そ
rれ

を
知
的な
悩
み
のス
タ
イ
ル
だ
と
鏡
覚

し
て
孤独
に麗
し
て
い
る
。
俺
は
図
々

し
い
甘
った
れ
だ
と
思
う
。
た
と
え
独

占
社会
の摘
況
が
い
か
に
息
古
し
い
も

の
であ
る
つ乏
も
目
分
の
生
活
を
創
遣

す
る
者が
自
分
で
あ
る
か
ぎ
り
、
自
分

に対
し
て
言
い
訳
す
る
ζ
と
は
許
さ
れ

な
い
。自
分
が
虚
し
い
の
は
必
ず
し
も

社
会
の
あ
り
か
た
だ
け
が
悪
い
の
で
は

な
い、
時
代
の
現
笑
は
個
人
の
羅
窟
に

り

ほ
な
ら
ぬ
か
ら
だ
。
反
対
に
自
分
の
貧

困
を
目
分
で
解
択
す
る
行
動
に
出
る
こ

と
を
怖
れ
る
態
皮
ζ
そ
が
霞
他
を
魁
麗

さ
せ
ひ
い
て
は
こ
の
社
会
の
悪
化
を
深

め
て
い
る
原
因
な
の
だ
。
図
々
し
く
も

彼
b
は
目
分
を
規
実
か
ら
の
故
冨
省
だ

と
考
風て
い
る
が
彼
ら
こ
そ
情況
へ
の

加
轡
君
な
の
だ
。
ど
ん
な
人
聞
でも
生

き
る
自
体
が
こ
の社
会
では
罪
則
であ

る
こ
と
を
免れ
な
い
。
彼は
だ
れ
か

の
楓
で
あ
り
、
だれ
か
は彼
の
敵で
あ

る
。
だ
か
ら
目
分
の
存
江
が
他者
に
加

轡
す
る
も
り
だと
認め
る
こと
に
よ
っ

ては
じ
めて
、
自
分
の
変
革
が
社
会
の

全体
の変
単に
つな
が
る
。
自
々
の
変

革
が社
銭変
車
の契
機
だ
.
自
分
の
古

び
だ偶
像
や
価値
を
破
壊
す
る
こ
と
の

でき
な
い
者
が
国
家
を
破
濃
で
き
る
は

ず
がな
い。
自
他
が
被
岩
者
と
し
て
手

を
つな
いで
時
を
待
て
は
い
つ
か
は
未

来
が来
る
と
いう
の
が
古
典
左
翼
の
発

想だ
。俺
は
そ
れ
が
草
命
に
名
を
惜
り

た宗
教で
あ
る
こ
と
を
颪
ち
に
指
摘
で

き
る
。そ
れ
は
つま
る
と
こ
ろ
現
状
を

い
つ
まで
も
雌め
う
と
い
う
こ
と
と
同

彊

から
だ
。
ζん
な
偽
の
革
命
性
が

ノ

どれ
ほ
ど
多
く
の
労
働
庸
市
艮
の
創
造

性
を
毒
殺
す
る
の
に
役
立
った
か
計
り

しれ
な
いも
のが
あ
る
.
そ
の
罪
慧
は

漂
いの
だ
。
こ
ん
な
臆
病
な
「一瑳
派
」

は
「貸
本
主
義
」
以
前
の
存
在
だ
.
今

は我
慢
し
ろ
、
じ
っと
団
結
し
て
い

ろ、
時
を
ま
て
ぱ
未
釆
は
催
逗
の
も
の

だ、
ζん
な
脱
話
は
甲
世
の
坊
ま
霜が

説
いて
いた
。
よ
ほ
ど
の
畷
人
で
な
い

かぎ
り
圏力
で
目
分
の
現
在
を
打
ち
破

る
生
き
方
を
す
る
は
ず
だ
。

俺
は
正
当
に
も
目
分
を
乞
食
だ
と
躍

め
、
そ
の郷
覧
か
6
自
分
の
思
想
を
創

遣
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ど
ん
鷹
の
心

悩
か
ら
魁い
上
ろ
う
と
す
る
者
と
居
ご

こ
ち
の
い
い
エ
リ
ー
ト
の
良
心か
ら
出

る
も
の
と
は
ど
だ
い
破
壊
の
エ
ネ
ルギ

ー
が
湛
う
の
だ
。
だ
い
いち
彼ら
は
自

分
に
傷
つ
き
絶
望
し
て
は
いな
い
では

な
い
か
。

自
分
が
い
か
に
敗
北
的
であ
るか
に

気
が
つ
か
な
い
者
が
「変革
」を
語
る

意
味
は
な
い
の
だ
。
自分
に
対
立し
な

い
で
セ
ン
チメ
ン
タ
ル
な
被
智
葛
州ど

り
で
す
く
ん
で
い
る
者
が
「政
治
」
を

云
々
す
る
擬
格
は
な
いの
だ
。

俺
は
堪
在
左
翼
な
の
か
右
瓢な
の
か

胴
べ
よ
う
と
は
思
り
な
い
.
思想
は
ス

タ
イ
ル
の
同
題
で
は
な
いか
ら
な。

長
々
とお
聞
か
せ
レ
兀
が、
これ
は

あ
る
日
大
学
の
構
囚
を歩
いて
いた
、

あ
り
ふ
れ
た
学
生
の
然想
を
拡
声
器
に

疑
せ
て
録
音
し
た
ま
で
だ
。破
は
「激

ぴ
の
美
学
」
と
か
つ
ぶ
やき
き
な
が
ら

薄
爾
い
心象
に
つか
れて
いた
.
す
る

と
か
な
た
に
眼
を
鷲か
す
よう
な暫
敏

が
見
え
る
の
で
はな
いか
。

「新
し
い歴
史
は
僕ら
の手
で
…
」

彼
は
苦
々
し
い
思
いで
宥
板
に
つ
は

を
吐
い
た
。

恥
知
ら
ず
に
も程
があ
⇔。
今
ど
き

こ
ん
な
鴛
薬
を平
気
で
ロに
す
る
よ
う

な
奴
は
そ
ろ
っ
て精
狸
病銑
行
き
だ
。

去
隼
は
「あ
あ
目
然
死
」
と
か
つ
ぶ
や

一いて
安
慮に
死
ん
だ
の
だ
馨

今
年
あ

た
り
は
、
冥
界
か
ら
の
声
を
曽
か
せ
る

か
と
思
って
い
た
ら
こ
の
白
々
し
さ

,

だ
。こ

こ
に
は
生
き
た
感
冤
に
張
り
つ
い

た
一片
の
思
想
の
衷
白
も
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
肉
体
の
衰
情
が
な
さ
す

ぎ
る
.
こ
れ
は
ま
さ
に
生
き
て
い
る
も

}の
の
無
知
、
思
想
の
死
省
の
家
徴
だ
。

昨
ヰの
テ
:
マと
の
断
絶
が
大
き
す
ぎ

る
も
何
も
ない
も
の
だ
。
去
ヰ
の
テ
ー

ロ

マの
返
続
線
上
は
頒
死
し
て
破
雇
し
た

者
の
声
な
の
だ
。

こ
の
お
め
で
た
い
人
々
は
一体
ど
こ

を
見
で
い
る
の
だ
。
現
在
を
ど
ん
な
時

代
だ
と
霧
汎て
い
る
の
だ
。
「新
し
い

歴
父
:…
」
と
は
ま
る
で
葉
鰭ら
し
い

時
代
の
前
夜
に
あ
る
よ
う
で
は
な
い

㎜か
.
弓

ば
く
れ
る
の
も
い
い
か
児

}に
し
ろ
.
ど
こ
に
艮
旨柔
来
の
穿
があ

る
か
。
「新
し
い
歴
史
」
が
ど
こ
にも

視
え
な
い
か
ら
こ
そ
「古
い
時
代
」を

壊
てう
と
勧
助
す
る
の
で
は
な
い
か
.
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独
を
赦
う
こ
と
だ
。す
べて
は
自
ら
の

貨
任
に
お
い
て
選ん
でゆ
く
の
だ
。

俺
は
た
とえ
ど
のよ
う
に
生
き
よ
う

と
もこ
の社
会
では
乞
食
に
す
き
な
い

と心
鷹
信
じ
てる
。
俺
の
生
活
と
心
情

に
照
ら
し
てそ
う
信
じ
る
の
だ
。
だ
が

こ
の乞
食
は
自
分
の
徴困
か
ら
目
を
外

ら
さ
な
い勇
気
を
も
って
い
る
こ
と
だ

け
が
とり
え
だ
。
だ
か
ら
今
の
よ
う
な

社
会
に
生
き
る
臼
分
を
い
く
ら
嘆
い

て
み
て
も
始
ら
な
い
。
儀
も
人
並
み
に

存
仕し
て
し
ま
った
の
が
自
分
で
ある

こ
と
に
ど
ん
な
に
長
い
聞
嫌
悪
に
身
を

薮

薯

り
の
エ
ゴ
・
スト
鷲
猛

の
講
で
誰
か
に
自
い
日を
感
じ
て
い
る
一

わ
け
で
も
な
い
。俺
は
艮心
家
では
な

い
の
だ
。
す
で
に
鮒も
悪
も
遠
く
忘
れ

て
い
る
。
現代
を
生き
る
と
い
う
こ
と

は
砂
漢
の
よう
な不
毛
の
紋戊
さ
に
耐

え
る
と
いう
こと
だ
.
そ
れ
は
酬
悪
な

生
活
だ
。た
だ
俺
は
自
分
の
生
活
内

容、
糟
神
の
あ
り
か
た
の
貧
困
を
他
人
一
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轟
蕪

雛
蒙

羅

ぞ
い言巣で慧

告

膿
闘勲
慨
難
陛
賭
麓

る
に
決
っ
て
い
る
.
現
実
に
一歩
も
題

み
込
も
う
と
し
な
い
で
、
あ
い
もか
わ

ら
ぬ
未
釆
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
と
まだ
酬め

や
ら
ぬ
う
ぬ
ぼ
れ
で
何
を
鴛
う
の
だ.

余
糧
の
畷
人
で
な
い
限
り
、
ま
っ
先に

「古
い
時
代
」
を
壌
す
可
舵
性
を
現
突

の
中
に
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
に
決
っ
て
い

る
.
し
か
る
に
彼ら
は
阿
と
いう
痴呆

だ
。
ど
ん
な
時
代
か
閻
おう
と
もし
な

い
で
何
が
「匝史
」
だ
。

何
よ
り
も
下ら
な
い
のは
た
った
こ

れ
し
き
の
姿
鱒を
見せ
て
お
れぱ
他
人

か
ら
「燵
歩派
」
だと
認め
て
も
ら
え

る
と
思
っ
て
いる
甘
った
れ
た
根
性

だ
。
俺
は
こん
な
し
ゃら
く
さ
い理
念

を
「政
治
」
とし
て
認め
え
な
い者

だ
.
こん
な
も
のは
滋
にも
禁に
も
な

ら
ぬ
単な
る
か
け
潤か
愈
仏
な
の
だ
。

君
が
も
し
自分
を
「進
歩
的
」
な
学

生
だ
と
思
いた
いな
ら
ば
、
本
格
的
な

思
想
と
敵治
の
翼
動を
口
本
の
市
民
大

衆の
前
に
見
せた
時
は
じ
め
て
「歴

史
」
に対
す
る
償
用
手
形
な
の
だ
.
そ

う
でな
く
て
は
こ
ん
な
灘
々
し
い
綺
闘

事
の
理念
を
議が
帽
用
ず
る
も
の
か
.

テ
ー
マ委
員
遥
は
陛
史
を
紺
る
が
ど

こ
にも
「謹
更
」
は
不
圧
だ
.
な
ぜ
な

ら
ど
こ
にも
「現
在
」
が
鱈
ら
れ
て
い

な
いか
ら
だ
.
現
在
を
魅
れ
て
ど
こ
に

歴
史
があ
る
か
。

彼
ら
の無
思
想
性
を
笑
殺
す
る
こ
と

は易
し
い
。だ
が
俺
ば
も
っと
レ
ベ
ル

前
衛
意
識
を
捨
て
よ

蓑

自
己
の
卑
小
を
直
視
し
て

自
分
の
生
活
を
も
っ
と
も
深
く
み
つ

め
た
ま
え
.
君
は
現
在
ど
ん
な
飯を
食

い
、
ど
ん
な
紮
晴
し
い
暮
し
を
し
て
い

る
か
.
霧
の
「性
」
は飢
え
て
いな
い

か
ど
う
か
.
醤
が
果
し
て
「新し
い歴

史
」
を
担
う
ほ
ど
貧
弱
な
知性
でな
い

の
か
ど
う
か
。
君
は
目
分
の
思想
と
情

熱
を
ど
こ
ま
で悟
しら
れ
る
か
。君
が

「藁命
」
受
諾
る
M
機は
何
で
あ
る
の

か
。
君
は
他
官と
の共
感
と
悟
頼
の
な

濯

飼
碧

こと
が
で
毫

か
考

か
。
問
いは
無
数
に助
れ
る
.

君
の
生
活
を
鮎下
げ
た
ま
え
。
「革

命
」は
目
分と
佃
"の
生
活
を
人
聞
的

一な
も
の
に
する
遮
甥
の中
に
し
か
存
在

し
潅
いの
だ
。

ー

霜
は
目分
が
いか
に
蛤
小
で
鮎
力
な

肉
体
に
す
ざ
好い
か
も
っと
喰
み
し
め

一て
み
り。
そ
の
上
で
君
が
ど
の
よ
う
に

生
さ
よう
と
も
側の目
由
で
あ
る
。
く

れ
ぐ
れ
も
佃の
存
仙.ぜお
お
げ
さ
な
も

の
と
話
んる
な
。
32も
甑
も
生
き
て
も

死
ん
で
も
入し
兀こ
と
は
な
い
人
間
な

の
た
。
だ
か
り
』が
先
ほ
と
自
分
を
乞

食
だ
と
、師め
κ
㎏し
み
も
何
ほ
ど
か
君

の
理
耀
の
疋し
に
な
Oだ
ろ
う
.

さ
て
京
大
新
閲
に
は
い
く
つ
か
の
テ

ー
マ反
論
が
嵜
せら
れ
て
い
る
。
み
ん

「な
お
bし
ろ

く
な
か
った
が
そ
の
中
で

は
上
出保
子
さ
ん
の
駅
見
が
一番
よ
か

った
.
彼
女
は
も
っと
現
実
を
見
て
か

ら
物
を
言
って
も
ら
い
た
い
と
た
し
な

め
て
い
る
。
こ
ん
な
初
歩
的
な
こ
と
を

一窩
りれ
て
テ
ー
マ
委
無
達
よ
、
恥
か
し

く
は
な
い
の
か
ね
え
。
全
く
正
当
な
、

い
う
も
い
ま
い
ま
し
い
指
樋
で
は
な
い

か
。
事
蟹へ
上
出
さ
ん
の
文
章
に
は
抑
一

制
℃
き
な
い
ほ
ど
助
立
(.た
肉
体
が鷹
【

へら"
て
い
た
。
俺
は
そ
こ
に
共感
し

「

た
。
そ
れ
に
く
ら
べ
れ
ば
、京
大新
闘

ん
な
テ
ー
マ
を
出
す
こ
と
日体
が
い
か

に
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
かと
いう
、

}も
ワ
と
も
傘皮
則
な
批
判
の矢
は
な
か

一・
た
.
蓬

釜

の
落

守
石
の覧

は
戒
も
無
思
想
則な
のが
目分
で
あ
る

こ
と
佃瓶
明
し
兀
。
彼
が
何.雀
や
って

}い
る
か
は知
ら
な
い
が、
俺
は
彼
のよ

う
に
謹
し
兀
「糧

き
ど
り
に
鎗

憲を
も
つ
こと
は
で
さ
な
い。
こ
の人

は
単
に
』
本
思
想
の
蹴
騒な
鰯
媚を
や

っ
て
いる
に
す
ざな
い自
分を
(そ
ん

な
こ
と
は
君
の
こ
け
おど
し
の文
愈
を

の
藻

よ
そ
い
き
の
憲
ξ
・と
死

肝
心
のテ
↓
・
体
竺
墓

も
ら
し
く
も
一も雌
ぷ
κ
け
で、
現
在
こ
一判
を
加
帆て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

曽 読
め
ば
す
ぐ
に
わか
る
。)
何
様
だ
と

思
っ
て
い
る
の
だ
ろう
か
。何
が
「現

十
}月
笑
行
委は
、
今
ま
で
の主
流
派

と
の
圖
舶
の
勝利
の
上に
、
一貫
し
た

思
想
に
の
っ
と
って
、
十
一月
祭
を
行

な
っ
て
い
る
し、
そ
の
囚
容
は
驚
く
ほ

ど
単
純
明
快
だ。
」
(悌
点
は
趣
者
)

と
酷
け
ぬけ
と
醤
え
る
か
。
こ
れ
こ
そ

が
45
が
いか
に
「安
っぽ
い
ジ
ャー
ナ

リ
スト
な
み
の現
状
分
析
」
で
あ
る
か

を
占
つ好
個
の例
だ
.
君
は
進
歩
的
社

会
糾
学
学
者
と
暴大
新
聞
の
繭
壱
と
L

学
友
冨に
不
倍
を
投
げ
つ
け
て
い
る
だ

「イ
ヤ
ノタ
ラ
シ
イ
と
は
、
ζ
う
い
う

文
単
を臼
つの
だ
よ
。
」
君
の
口
調
を

そ
っく
り
魁似
て
み
れ
は
こ
う
な
る
の

だ
よ
。
お
ま
け
に
「反
民
冴
派
」
に
対

立
す
る
く
ら
い
で
「士
樹
の
慰
想
を

抽
出
す
べ
き
目分
だ
と
譜
λ
て
い
る
幼

枇
さ
だ
。
単
猛る
傍
槻
詣
の
く
せ
に
何

が
「燃晩
は
幽行
し
て
い
る
」
な
ど
と

維
か
の口
ま
ね
を
す
る
の
だ
。
笑
止
で

は
な
い
か
。
上
田
さ
ん
は
テ
ー
マ
批
判

の
本鍛
的
な
点
を
つ
い
て
い
る
に
も
か

か
わら
ず
、
君
は
一討
も
批
判
を
書
か

ず
に女
の泣
き
君
だ
と
笑
って
い
る
。

哀
れ
む
べき
喜
劇
で
は
な
い
か
。
そ
の

上
「貴女
の
一年
聞
の
闘
い
の
過
程
を

提
示し
て
く
れ
」
と
図
々
し
い
開
き
直

り
をみ
せ
て
い
る
。
彼
が
何
者
で
あ
る

かは
知
ら
な
いが
、
自
分
の
や
って
い

る
こと
が
「歌
治
切
実
践
」
に
も
な
っ

て
いな
い、
た
だ
の
運
助
に
す
ぎ
な
い

こと
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

この
人
は
自
分
の
活
勤
が
よ
く
よ
く
御

自
慢
らし
い
が
、
政
償
の
目
的
絃
い
か

に
現
実
を
変
え
る
か
が
間
題
で
あ
っ
て

自
分
の
.仙助
の
ス
タ
イ
ル
が
問
題
で
は

な
い
那
は
目
明
だ
。
い
か
に
自
分
の
理

も
結
果
的
に
は
「熊
為
」
ど
ζ
う
か
、

か
え
って
犯
騨
園で
あ
った
か
は
ど
こ

か
そ
こ
いら
のホ
派
の
薬
秘
を
見
れ
は

す
ぐ
に
わ
か
る
話
だ
。
奨
川
君
は
政
治

ロ
マン
チ
ズ
Aか
ら
免
"て
い
な
い
畢

せ
な
人
と
兇
え
る
。

京
大
新
聞
は
「仮
象
と
直
飾
」
と
を

捨
て
切
れて
い
な
い
美
川
君
の
文
章
を

な
ぜ
取
り
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
テ
ー

マ委
員
と
同
橡
に
い
か
に
お
め
で
た
い

奴
が
「前
衛
」
き
ど
り
で
気
負
って
い

る
悪
し
き
淡
を
説者
に
笑
って
も
ら
い

た
か
った
の
だ
や
つ.

零
奨
川
君
も
上
田
さ
ん
も
共
虚
に
駄
目

な
と
こ
ろ
は
単
に
雌
治
遡
勤
を
や
る
く

ら
い
で
(い
か
に
「哲
労
」
し
て
い
て

も
)
そ
の
人
岡
を
単
純
に
「塵
ゆ
的
」

だ
と
僧
じ
て
し
ま
う
党
愁
で
あ
る
.

「君
の
一年
聞
の
斗
閥
い
ぷ
りを
見せ

て
く
れ
」
と
か
「造
表
の
人
々
の
苦
闘

と
従
労
の
日
々
を
恩
い
遮
し
て
頂
き
た

い
」
と
か
文
学
的
に
政
治
を
晒
る
の
で

は
な
し
に
臼
分
が
阿
を
や
っ
て
お
り
、

過
去
の
人
々
が
い
か
に
鋲
っ
て
い
る
か

を
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
.
現

在
で
は
自
分
の
政
治
性
を
大
げ
さ
な
も

一の
に
考
え
る
理
出
は
情
配
そ
の
も
の
が

票
じ
て
い
る
.

総
じ
て
左

の
争
生
が
つ
ま
らな
い

の
は
、
自
分
が
奴
隷
で
あ
る
と
い
う
目

覚
が
な
く
、
エ
リ
ー
ト
の
良
心
か
ら
情

熱
と
し
て
政
治
に
関
わ
る
こ
と
だ
.僑

は
自
分
を
心
底
か
ら
乞
食
だ
と
僧
じ、

だ
か
ら
こ
そ
乞
食
で
な
く
な
る
方
向
に

生
活
と
行
勤
を
形
づ
く
る
。
ま
し
てや

今
年
の
十
一月
祭
の
テ
ー
マ
委
員
達
の

よ
う
に
「栄
光
あ
る
」
蔚
衛
き
ど
り
で

お
め
で
た
い
念
仏
を
上
げ
る
気
持
など

ど
こ
か
ら
も
沸
い
て
は
来
な
い
.た
だ

俺
は
自
分
の
「濫
厩
」
を
鯛
い
なら
す

こ
と
に
悪
戦
し
て
い
る
。
テ
ー
マ委
員

達
は
幸
せ
だ
か
ら
俺
の
君
葉
の
意
昧を

理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
。

俺
と
拷
穴
の
む
じ
な
で
あ
る
「
一

「撃

生
秦

」
薯

は
、
こ
う
い幕

蓼

修

て
ラ
デ
ィカ
ル
に
活
勤
し
て
夏

投
稿
)

め
で
た
い
テ
ー
マ
や
そ
の
周
辺
の宋
来

ロ
マ
ン
派
譜
氏
を
壇
上
に
あ
げ
てお
祭

り
し
て
や
れ
。
そ
れ
が
今
年
の十
一月

祭
の
惣
義
な
の
だ
。
も
ち
ろん
時
間
が

こ
ん
な
無
知
な
譜
鵜
を
じ
き
に
郷祭
す

る
こ
と
は
闘
途
い
な
い
。
(文学
部
四

490門 纏 コほ

7イ ンシュ、アン ト

サラタ、デザー ト、

てコーヒー

 

、
菜

し

ブ
野

そ

一

、
ン

ス

ル
ペ

名曲の調ペ……鶴かなムー ド

鱈らいと憩いは地下嘆茶部へ

●あらゆるご纂会、コンパ、ご組待に母非ζ利用下塾
し、ご予約を承うております.

名蜘レストヲン

夏゚ξ瑳 ぶるらん ぶ 召
く塞鋸

一一■■圏■■圏■一圏一廟・クマノ父叉点下ル電⑰4251

しつ もあなたのお役にたつ
フレン ドリィバ ンクです

東海 銀行
含 国lgo乗 」置 一 ク ・ロ ン ドン

トップ が 五 つ
,

囹主製品 の 国 内 占 有 準

マ レブ ル37%(1位)

8印 管継手 鈴%(1位)

鋳鉄 ロール27%(1位)
㎜ 鋼41%(1位)

国内の籔手輸出総量の63%

を占めて、これも1位 。
高級持殊釧 疑ヤスキハガネセロ
ーノレ(鰍 、鋪馴岡、鋼硬鋼D

8印 管継手、マレブル品、鋳釧
品、鍛鋼晶、鋳鉄品、ダクタイ
ル鋳鉄品、マグネット、軽合金
鋳物、ダイカスト襲品、チエン
(マレブル、スチール)、溶接継
手、パルプ

且 』自
盆層

会社

 

繍螂日
本 社 稟泉都干代田区丸の内

2-16(千 代田ビル)
電話(21D5311大 代表

僧業所 大阪・戸畑・名吉屋・
広島・札幌・広畑・笠
戸・浜松・愈敷の

エ 場 戸畑・着 松・安 来
桑名・深 川・熊 谷
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